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開会 午前１０時００分 

◎開会宣告 

 

○議長（波岡玄智君） 前日に引き続き、会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１会議録署名議員は、前日同様であります。 

 

◎日程第２ 教育行政執行方針 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第２ 教育長より平成２４年度教育行政執行方針の表明を

受けます。 

教育長。 

○教育長（内村定之君） 平成２４年第１回浜中町議会定例会の開会に当たり、新年度

における教育委員会が所管する教育行政の主要な方針について申し上げますと共に、町

民の皆様並びに議員各位の御理解と御協力をいただきますようお願い申し上げます。

（教育行政執行方針説明あるも省略） 

◎日程第３ 一般質問 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第３ 一般質問を行います。 

通告の順番に発言を許します。 

７番川村議員。 

○７番（川村義春君） 通告に基づき、一般質問をさせていただきます。質問の提出日

は２月２８日の午後から提出をしておりますことを、あらかじめ申し述べさせていただ

きます。 
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質問事項は、地域要望に対する処理状況等について伺います。平成２３年度の町政執

行方針で述べられました、まちづくり懇談会は諸般の事情で延期となりましたが新年度

に向かい地域からの意見要望事項を、１２月１０日厳守で取りまとめております。その

処理状況等を確認したいので簡潔にお答え願います。 

まず１点目、地域要望は２８自治会、町内会全てから提出がありましたでしょうか。

要望事項と意見、提言も含めて、それぞれ何件ありましたか。簡潔にお答えください。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課主幹。 

○まちづくり課主幹（大橋務君） 地域要望等の提出状況についてですが、地域要望、

意見があったのは２３自治会からです。要望事項は８５件、意見・提言は８件、合計で

９３件となっております。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○７番（川村義春君） ２番目の質問です。出された８５件の要望事項がある訳ですけ

れども、予算科目の款ごとに、分類した件数を教えていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課主幹。 

○まちづくり課主幹（大橋務君） 出された要望件数ということですが、款ごとに分け

させていただきました。款ごとに要望された件数につきましては、２款の総務費が１８

件、３款の民生費が２件、４款の衛生費が６件、５款の農林水産業費が１０件、６款の

商工費が２件、７款の土木費が３２件、８款の消防費が５件、９款の教育費が６件、こ

の他、款に分けられないものが１２件となっております。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○７番（川村義春君） ３点目に移ります。款ごとの要望で多かった項目をお知らせく

ださい。 

例えば、総務費では防災関係で何件、土木費では、道路関係何件、橋梁関係何件とか、

そういう感じで、お知らせいただければと思います。お願いします。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課主幹。 

○まちづくり課主幹（大橋務君） 款ごとの要望という事ですが、要望項目の多かった

順ということで精査させてもらいました。１番多かったのは、土木費で３２件です。２

番目に多いのは、総務費で１８件、３番目については、農林水産業費が１０件、４番目

は、衛生費と教育費がそれぞれ各６件ありました。５番目につきましては、消防費で５

件、６番目につきましては、民生費と商工費で各２件となっております。 
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○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○７番（川村義春君） 件数は先ほど聞きましたから、順番は分かりました。多い順番

ですね。それで聞いているのは総務費でも色々ありますよね。例えば１８件のうち、防

災関係で何件ありましたか、そういうことを具体的に聞きたかったのです。それぞれの

総務費だとか、あるいは土木費関係、道路関係でいくら、それから他にあれば何件とい

う形でまとめてますでしょうか。まとめていなければ結構です。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課主幹。 

○まちづくり課主幹（大橋務君） 申し訳ございません。項目についての出方でしか調

べておりませんでした。土木費の関係とかにつきましては３２件と言いましたが、例え

ばその中には、道路に関するもの、建築関係に関するもの、下水道に関するもの、側溝

に関するもの、人道橋のこと、河川鉄柵に関すること、除雪、それと維持管理に関する

こと等というふうに、精査させていただいております。 

総務費につきましては、防災対応に関すること、公共施設修理に関すること、街灯の

LED 化、インターネット関係に関する有効利用に関して。農林水産業費については、

防潮堤のかさ上げ等について、水路の浚渫、陸門、水門の新設整備について、新規就農

について、シカの駆除について。衛生費については、ごみの処理について、資源物のあ

り方について、自然再生推進法について。消防費につきましては、避難にかかる駐車ス

ペースのこと、地震対策、防災無線の活用、避難場所の在り方。教育費については、閉

校施設の活用、教員住宅の建設、教員住宅の物置の設置、学校林について等。民生費に

ついては、保育所にかかるものが２件、商工費につきましては、アゼチ岬のトイレの活

用と、ふるさと広場の照明について、というふうに分類させてもらっております。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○７番（川村義春君） ありがとうございました。この程度分かれば十分です。色んな

角度から町民の要望があるということが分かりました。４点目に移ります。まちづくり

課は、各担当課へ、どのような方法で要望事項を通知し、いつまで回答するように求め

ましたか。端的にお答えください。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課主幹。 

○まちづくり課主幹（大橋務君） 要望項目の通知と回答についてですが、自治会から

の要望項目を１２月９日に１１件、１２月１９日には７件、１２月３０日には４件を、

それぞれ全管理職に書類で配付させてもらい、１月２０日までに回答していただくよう
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に周知しました。その後、１月末に提出のあった厚陽自治会については、該当課のみに

照会をさせてもらっております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○７番（川村義春君） 今、３回に分けて各原課の方に要望事項を配布したというふう

に聞きました。回答については１月２０日ということであります。 

その上で５点目に入りますが、通知を受けた担当課については、どのような事務処理

を経て要望事項の回答をまとめ、まちづくり課に提出したかを確認したいと思います。

要望の多かった次の課にお尋ねをします。一番多かったのは、土木費ですから、建設水

道課長さん、それから２番目の総務課長さん、３番目が農林課長さん、４番目町民課で

すけれども、教育費と同じですから、部局が違いますので、教育費の方に管理課長から

答弁いただければと思います。お願いします。 

○議長（波岡玄智君） 建設水道課長。 

○建設水道課(酒井俊一君） 建設水道課における要望事項についての対応ですが、ま

ず課内で回覧を行いまして、該当係り毎に打合せを行いました。その後、期日までに回

答をしております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（上田幸作君） 今、建設水道課長のお話にもありましたとおり、総務課関

係でも同じように、３回に亘っていただきました要望項目につきまして、課内で検討・

協議をしまして、内容によっては専門業者へ確認等しておりまして、１月２０日までに

提出しております。 

○議長（波岡玄智君） 水産課長。 

○水産課長（佐藤佳信君） 議員ご質問の農林水産業費でございますけれども、農林水

産業費では、水産関係の件数が多いものですから、私の方から、お答えしたいと思いま

す。 

水産関係の地域要望につきましては、６地区から７件の要望がございました。その後、

現地確認及び聞き取り調査を実施しております。要望事項の内容につきましては、２４

年の予算で対応できるもの、それと町全体で考えなければならないもの、更には以前か

らの継続要望がございまいしたので、これにつきましては、継続で北海道へ要望してい

くということでございます。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 
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○管理課長（工藤吉治君） 教育委員会といたしましては、４つの自治会から６件の要

望事項が上がっておりまして、要望事項につきましては、課内及び関連部署とも協議を

行いまして、また内容によっては専門業者への確認の上、回答を期日までに、まちづく

り課へ提出しております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○７番（川村義春君） ただ今、それぞれの課長さんから回答をいただきました。 

まず、通常の処理の仕方ですけれども、要望があった時点では現場を確認する、それ

から緊急の度合いを確認する、それから総合計画の位置付があるかどうか。この辺も、

当然、検討される事項に入ってくるだろうというふうに思っています。その上で係長を

中心に、係で検討して回答をしているという事で、これについては皆さん、１月２０日

の期限までには、全ての課で出されていると理解をいたしました。 

６点目ですけれども、町長は、就任後の所信表明と新年度の町政執行方針で災害に強

いまちづくりに万全を期すと述べておりますが、災害関係の要望で新年度予算に反映さ

れたものはございますか。高台や堅牢な建物の無い地域の声として、住民の命を守る緊

急避難施設防災タワーの建設を求めている地域には、どのような回答がされるのでしょ

うか。お答え願います。このようにご質問しておりますが、書面による回答が３月１日

に届きました。改めてお答えを頂いたいと思います。これは担当課長の方からお願いし

ます。 

また、災害以外の要望事項で予算措置されたものは、あるのかどうか。これらも含め

てお願いしたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（上田幸作君） 災害と言いますか、防災対策関連の地域要望の中で、具体

的に新年度予算付けしたものはございません。防災対策にかかる地域要望関係といたし

ましては１１の自治会、町内会から１４項目の要望が上がっております。それぞれ避難

路ですとか、後段ありました防災タワーですとか１４項目がありますけれども、地域要

望の中で具体的な予算付けしたものはありません。 

個々の内容につきまして、町が行うべきもの、それから地域や関係機関との協議が必

要なもの等、大変大きな課題と考えておりますので現在、検討している最中でございま

す。 

また、次の御質問の高台や堅牢な建物の無い、地域の声としての避難タワー等々の建
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設を求める要望につきまして、どのような回答がなされたかという事でございますが、

町としても３月１１日の大震災以前から、地域要望としてありましたし、町もその必要

性を認識しておりまして、高台まで距離がある地域として、仲の浜地区や琵琶瀬地区ま

た新川・暮帰別・榊町地区の一部を含め、町の総合計画におきまして、平成２７年度か

ら２９年度に掛けて、いわゆる５００年間隔地震で想定されております津波高８．３ｍ

を想定し現在、先ほど申しました仲の浜・琵琶瀬・榊町・暮帰別・新川、海抜２～３ｍ

でございますので、そこに５ｍ～６ｍの避難タワーというものを、町の総合計画で検討

しておりました。イメージとしては、酪農展望台の展望タワーの支柱がちょっと太くな

ったようなイメージを持っていただければと思います。 

ただ、東日本大震災の東北地方を襲いました大津波、また現在、北海道でも見直しが

進められております大規模地震や津波浸水予測等を考慮すると、今現在の予測では８．

３ｍという予測ですけれども、恐らく１０ｍを超える予想がなされるだろうと、町とし

て予想をしております。そういった意味で設置場所ですとか強度、例えば地盤の液状化

等、それから避難する時間、例えば長期に及ぶ場合に単なる吹きさらしの展望台的なも

のでは良くないだろうと。それから食糧対策ですとか階段の関係、体の不自由な方、お

年寄りの関係等、どうするか様々な事を検討し直したいという回答をしているところで

ございます。 

それと、災害対策以外の要望事項では、公の集会施設等維持管理に関係する部分が主

ですけれども、８つの町内会、自治会から１１項目が要望提言として挙げられておりま

す。その他、４つの自治会から４項目、街灯の LED 化、防災無線での議会傍聴につい

て、廃屋の撤去について、巡回バスの関係、４点が他にも要望として出ております。災

害以外の要望事項で予算措置されたものとしては、総務課関係では、公の集会施設にか

かる修理維持管理関係で、奔幌戸ふれあい館、それから第一住民センターの関係につき

まして、新年度予算化しております。その他、緊急を要すると思われます、雨漏り関係

の要望が３つの会館から出ておりますが、この雨漏り関係につきましても、予算化はし

ておりませんが、原因調査中で、それに基づき対応していきたいというふうに考えてお

ります。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○７番（川村義春君） ただ今総務課長から、お答えをいただきました。災害関係の要

望で、予算措置されたものは１件もないという事のようです。お答えいただいた内容に
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ついては、６月の定例議会で私が一般質問をした時の回答と全く同じ内容のようであり

ます。あの時から既に８ヶ月経っても、進展が見られていないように感じられる訳であ

ります。少なくとも１０ｍを超える津波が押し寄せても、耐えられる避難施設の構造、

あるいは高さなどを設定して概算費用を出したり、その概算費用を、どんな補助制度・

起債制度を使ってやるか、これを検討出来たのではないかなというふうに思うのです。

地域に対して、いつ頃までに建設したいというような回答にはならなかったのでしょう

か。執行方針の２１ページに地域防災計画見直しにかかる、基本的な考え方ということ

で、１点から４点まで昨日、町長が述べられております。その中の３点目のハードソフ

ト面の整備目標予定を盛り込むというようにしております。これは、今年度中に整備目

標なり予定をきっちり盛込む事が出来るのでしょうか。平地に住む地域の人方が、この

避難施設の建設がいつ頃になるのか、回答に期待をしていた訳であります。 

加えて言わせてもらえば、担当課だけで考えていくんじゃなくて、例えば、建築の専

門家であります、建設水道課の方に建設に向けて協議をするだとか、そういうことはさ

れているのでしょうか。今後の対応について聞かせてください。 

また、執行方針の２８ページに地域を支える地場産業の振興と、災害に強いまちづく

りを推進するという観点から、事業の優先度を踏まえつつ、補正予算での対応も含め、

関連予算の充実を図ったと述べましたが、関連予算では、どのような事業予算を計上さ

れたんですか。この辺もお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（上田幸作君） 執行方針の地域防災計画の見直しの中で、施設等の整備予

定といいますか、いわゆる浜中町地域防災計画の中に、施設整備の予定時期を盛り込む

ということで、今順次準備しております。 

それで、津波防災対策にかかわる部分につきましては、遅ればせながら庁内でのプロ

ジェクトチームを立ち上げようとしております。まだ１回目の打ち合わせをしておりま

せんけれども、その打ち合わせの中で、色んな津波防災対策に特化した見直しを図ろう

としております。 

議員おっしゃるとおり、津波の恐れのある場所にお住まいの皆さんのお気持ちは十分

承知している訳でございますが、なかなか東北地方の被災の状況などを見ますと、場所

の選定なども含めまして、簡単に設置できるものではないし、慎重に地盤関係ですとか、

地域要望の関係ですとか、時間をかけて３階でも５階でも良いのかどうか、そういうも
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のに時間が掛かっているのですけれども、これで大丈夫だというものでなければならな

いと担当としても思いますので、その辺で時間がかかっているということで御理解いた

だきたいと思います。防災関連で、今後の対応ということですけれども、地域防災計画

の見直しを早急に進める事と、この３月末に北海道の浸水予測が出されようとしていま

す。それから道の地域防災計画も修正になろうとしておりますし、国の方でも、いろん

な指針といいますか出てきたおりますので、それらとを合わせながら、浜中町に特化し

た部分も含めて、見直しを図っていきたいというふうに考えております。 

いつ頃までにどのようなものが、何処の位置に建てられるのかという日程的なものが、

お示しできれば良いのでしょうけれども、それが出来ない。今時点では、まだ、それを

申し上げる事は出来ません。 

それから、当然専門である建築の方には、まだ具体的には協議をしておりませんけれ

ども、恐らく先ほど言った地盤の関係とかであれば、本当に専門のコンサル業者にお願

いをするような形になると考えております。それから関連して、予算化になっているも

のはという事ですけれども、ハード対策の部分では、地域要望の中での予算付は現在し

ていないのですけれども、ソフト対策に繋がるものとして、それぞれ総務費ばかりでは

なくて、各課におきまして備品の購入等予算化しております。 

例えば、福祉サイドでは被災された方が出た場合の医薬品の準備ですとか、それから

高齢者、子供さん方の被災者対策、今までは食料・毛布・水・トイレ用品等、防災の方

でもある程度、備蓄という形で用意しておりましたけれども、それだけでは不十分な物

を、それぞれの原課においても、少しずつ備蓄の為の用意をしているというところでご

ざいます。 

それから、消防署の関係におきましても救急の医薬品ですとか、それから災害対応の

食料関係ですとか、それから話題になっております、冬期間の電気が点かなくても、使

えるような石油ストーブの関係ですとか、それから捜索に当たる双眼鏡ですとか、細か

い部分、ソフト対策の部分と関連しますけども、細かい部分での予算付は、それら総額

で４２０～３０万円にしかならないのですけれども、関連施策として、新たに２４年度

に予算化しているところでございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○７番（川村義春君） ただいま縷々ご説明がありました。避難タワーとか、そういう

避難施設の建設に当たっては、場所の設定とか簡単にするものでないという話もありま
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した。地域に対して、行政からどの場所に造ったら良いかとか、そういう呼び掛け等が

全くないんですよ。地域からの一方的な要請しか今の所ないんですよね。平地に住む人

方については、平成７年から同じような要望をずっと継続してきても、未だに実現がさ

れていないと、この辺どうなのかなというふうに思っています。 

第５期の総合計画においては、平成２７年から２９年にかけて、酪農展望台のような

避難タワーの建設を計画しているというふうに聞いております。この時期までには確実

に建設がされるのでしょうか。５００年間隔の地震、津波というのは、本当に明日来る

かも分からないと。それだけ切迫して危機感を持っている状況ですよ。私の住む地域で

すけれども、仲の浜地域については、地域の防災避難計画、これを独自に作ろうという

ことで今、全戸を対象にしたアンケート調査をします。１００％の回収率という分析を

していますけれども、そんな事を含めて、地域では凄い危機感を持っているんですよ。

本当に真剣になって検討していただく。検討というのは、やらないという言葉だと俗に

言われていますけれども、本当に真剣に取組んで欲しいなというふうに思っております。

話が飛びましたけれども、７点目の要望に入りたいと思います。行き着くところはこう

いう事ですよ。地域の要望の取りまとめが１２月の１０日、２月末を目途に書面で回答

するということでしたけれども、既に２ヵ月を経過し、余りにも回答が遅いという事で、

私２月２８日にこの一般質問を出したのです。３月１日に回答をいただきましたけれど

も、新年度予算の予算編成等で、担当課からの回答用紙の提出が遅かったのか、町長と

回答内容の調整に時間を要したのか分かりませんけれども、町民との協働による開かれ

たまちづくりを進める上で、地域の声に対する回答は速やかに行わなければならないと

考えております。前段、４点目の質問で回答をいただきましたが、各課からの回答につ

いては、１月２０日までという事にしたというのは、３回に分けて各原課に要望書を渡

したというのも、あるかも知れませんけれども、年内に回答をまとめるというような努

力があっても良かったのではないですか。そうすれば、もっと早く回答の用紙が届き、

その回答に基づいて新年度予算に、何とかこれを反映させてくれだとか、そういうのは

地域から上がって来るはずです。今回この防災関係の要望に対して、１件も予算措置が

されていないというのは本当に残念でならない訳であります。１月２０日に要望を取り

まとめて、事務処理にスピード感がないというのは言い過ぎだと私も思います。これに

ついては、原課のまちづくり課が一生懸命まとめられて、２月末までに出したというふ

うに、私、こういう書き方、質問の仕方をしましたけれども、それは改めます。一生懸
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命やっているなと思うから余計言いたくなるのです。時間をかけ過ぎているという事が

ないのかどうか。この辺の回答をいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課主幹。 

○まちづくり課主幹（大橋務君） 事務処理が遅いということで、本当に申し訳ござい

ません。回答のことにつきましては、期日について１１月の上旬に緊急で開催させてい

ただきました、浜中町自治会連合会の役員会において、２月末が適当だという意見をい

ただき決定させていただきました。 

また自治会によっては、１２月の期限までに役員会の開催が出来ないものですから、

日にちが少し遅くなるけれども、提出しても良いかという問い合わせも何件もいただき

ました。意見の要望を取りまとめに入るのが遅かった為に、こういう事になったと反省

しておりますけれども、１２月の期限までという事が、ちょっと難しかったという自治

会が、たくさん出たことも事実であります。こちらから数回にわたって連絡をさせてい

ただきまして、要望の最終提出があった自治会、一番遅いのが先ほど言った１月３０日

という所もありましたので、これは４回に分けて各課へ周知させてもらう事となったも

のです。 

この後、新年度の予算への反映や、総合計画との整合性、それと年度内に対応出来る

ものが、どの程度あるかという事も含めて、各課と審議をさせてもらい、この調整に時

間を要してしまったものです。事務処理に当たっては可能なものについては、直ぐに対

応出来るようにという事で、要望項目によっては相談させてもらっている中で、直ぐに

対応させてもらったものもありました。そういうことで事務処理に時間を要してしまっ

た事を、まずお詫びさせていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○７番（川村義春君） ただいまの答弁で十分であります。ただ経過を申し上げますと、

６月に町の方から、まちづくり懇談会開催希望日の取りまとめ要請が自治会に対してあ

ったんです。私どもの自治会では６月２８日に希望日と要望事項を取りまとめているん

です。６月の時点で。７月に自治会の会報で要望項目と開催日については会員に周知を

して、９月に町の方から、まちづくり懇談会の順延決定の通知と、新たな体制が整い次

第、開催日を連絡するという通知があったのです。 

ですから、年度内に開催されるものというふうに思っておりました。この時点で、も

う準備はそれぞれの町内会でしていたと思うのです。それが１１月１１日付で順延のま
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ちづくり懇談会については２４年度で実施する、要望等は１２月１０日厳守で、２件ぐ

らいに絞って出してくださいという事で、２月末に書面で回答するという、そういう内

容のものでありました。 

私どもは１２月５日付で、要望書を出したのですけれども、やはり出した自治会にし

てみれば、２ヶ月も経って回答が来ないというのは、どうなんだろうと、フィードバッ

クをきちんとしてくれという事が、あちこちの自治会長さんから聞かされました。事務

処理の内容等を確認したら、それなりに一生懸命やられているという事を理解しました。

これ以上のことは申し上げない方が良いのかなというふうに思っていますけれども、町

民と協働によるまちづくりを進める上で、町民の声を聞く、広報公聴が大事な柱だと、

このように思っております。 

そこで提案ですけれども、それぞれの課題を全町民が共有する事も重要であると思い

ます。それと優先すべき要望事項を抽出して、広報誌で周知をすることで、今後の予算

編成にメリハリが付けられるのではないかと、広く薄くではなくて、今後この部分に、

今喫緊の課題はこういう事だから、こっちの方に予算を付けるよということを、全町民

に理解をしてもらうというのも、ひとつの方法だと思うのですよ。広報誌で周知すると

いうことを考えているのかどうか。その辺をちょっとお聞かせ願います。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 事務処理を含めて遅れている指摘もありました。本当にこの事は、

昨年まちづくり懇談会を実施するということで話は進んで、計画通りに行こうというこ

とで進めて来ました。途中で町長が入院されて、そして退院されてきた後も、自宅に行

っての打合せも含めて、担当の方としては、まちづくり懇談会の開催時期も含めて順延

という形で一時期は行きました。結果的に、順延では済まなくなったといいますか、退

職されましたので、今度は新しく私の方で引継いだ訳ですけれども、そういう事でこの

時期に町長選もありましたので、もう開けないという結論になって、その中で相談させ

ていただいて、当然、要望が出ているだろうから、その要望だけはまず聞こうと。 

そして、その要望で出来ることはやっていこうと。そしてまた新年度予算で出来るも

のについては、それはそれでまた確保していこうという形で、本来であればまちづくり

懇談会が開催されて、その中で議論されて、そして報告もされただろうと。 

ただこの間、多くの事情があって結果的に要望の回答がこの時期になったと。当然、

各課も一生懸命やってくれましたけれども、私もこの間余り居なかったのも事実です。
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そんな関係で遅れたというのもあると思います。その中で、出てきた地域要望に対して

各課でやって行こうと。そしてまた今年は出来ませんでしたが、新年度はしっかりやっ

て行こうという体制で現在いるところです。今現在、予算それと町民に訴えていく事含

めてということで、そして、私たちが今一番大きな問題を抱えている、復興特区の関係

もありますけれども、防潮堤の嵩上げ、そしてまた避難タワー、避難タワーについては、

この特区の中に要望として一番最初に入れています。防災センターも含めて入れていま

す。その中で要望していますけれども、こちらも期待はしているのですけれども、ただ

他の被災地をみていると、防災避難タワーを独自に造っているところも、国がまだ何も

動いていない段階で見受けられております。 

そしてまた、この特区の中身についても、被災地の所でも知事、市長含めてやってい

る中身が、まだ十分詰まっていないという部分もありますけれども、その事もやってい

ます。 

ただ、そうなってくると私どもも、それだけを待っても良いのかというのはあります。

それだけ確かに遅れています。そしてまた要望しているのは、地域からだけで町からは

何も、どうしたら良いかという事も聞かれていないと言う事も言われています。確かに

そうだと思います。そういう意味で、これから遅れてはいますけれども、その対応を含

めてやって行きたいと思っています。 

ただ、この東日本大震災を見て、総合計画に避難タワーも載っているということであ

りますので、それは次元としては別な話だと思っています。確かに総合計画はあります

けれども、総合計画に載っているから、何年後にやるというのでは無くて、逆にこの事

が東日本大震災を契機に何を最初にやっていくのか、今後このプロジェクト含めて、内

部でも協議しますし、地域の皆さんともしっかり協議しながら、防潮堤そして避難タワ

ーについて前向きに、本当に協議して進めて行きたいと思っております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○７番（川村義春君） 町長からは、防災の関係で説明がありましたけれども、私は多

くの自治会、町内会から要望が出されましたその中で、まちづくり課は町長の頭脳です

から、まちづくり課の方で、これは優先するべき事業だというのを抽出して、全町民に

知らせる、今、浜中町としてはこういう事業が、こういう要望が喫緊の課題だよ、とい

うのを知らしめて、そして町民の理解を得る、そうする事によって２５～６年以降の予

算の作り方も変わってくるのではないかと、そうする事によって、一点集中的な予算の
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作り方の出来るし、メリハリのある予算の作り方が出来るのではないかなと、そういう

事を申し上げたんですよ。これに対して、どういうふうに思うかという考え方を聞きた

いなと思っていますけれども、副町長でもいいです。考え方を聞きたいのですけれども。 

○議長（波岡玄智君） 副町長。 

○副町長（松本賢君） 広報の関係であります。先ほどから議論は、広報というのはや

はり町民と行政が、何をするかという事で一番大事なことだと思っております。そんな

意味では、町が抱える喫緊の課題について、町民の皆さんに知らしめるということも、

当然必要だと思っておりますので、そういった物事が、方向性が決まり優先度が決まり

ましたら、その場面場面で広報していきたいと言うことで考えております。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○７番（川村義春君） 最後の質問に移りたいと思います。２４年度のまちづくり懇談

会の開催方法についてであります。従来のまちづくり懇談会の開催方法については、あ

らかじめ要望を取りまとめ、それに対して受け答えをするという手法でありますが、そ

ういう方法じゃなくて、先ほども申し上げましたけれども、喫緊の行政課題や中長期で

行う施策などを町民に理解をしていただく手法を用いる等、新しい切り口で開催する考

え方はないか。 

また、地域は積み残された要望の実現を願っています。そこに重点を置いて説明なり

議論を交わしてはいかがでしょうか。最後にお答えをいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課主幹。 

○まちづくり課主幹（大橋務君） ８番目の提案を含めて、回答させていただきたいと

思います。まちづくり懇談会は地域へ出向いて、地域の意見や要望を、それぞれの自治

会員から直接聞くということを趣旨に開催させてもらっています。今までも、財政再建

にかかる公共施設の維持管理費の一部負担の事だとか、総合計画については、地域の皆

さんからいただいた意見の照会など、それぞれの年において、喫緊だと思われる行政課

題を提示しながら実施してきていると思います。 

今後も、こういう事は特に続いていくとは思うのですけれども、積み残された要望項

目が地域にとって重要な課題だということも認識しておりますので、この後からの、ま

ちづくり懇談会につきましては、要望項目の優先順位を確認しながら、懇談会を開催し

ていくような手法をとるとか、そういうことを工夫しながら、まちづくり懇談会として

対応していきたいと思いますので、御理解願いたいと思います。 
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○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○７番（川村義春君） ただ今の回答では、優先順位を確認しながら、そういう懇談会

にしていきたいという事ですので、是非そのようにして欲しいなと思います。 

２４年度については、各自治会、町内会から要望を取りまとめないと、もう既に今回

出ているので、それらの中で優先するものを自治会・町内会でも、要望を含め取りまと

めするということになると、あれも済んでない、これも済んでないと、また同じ事の繰

り返しになるんです。そういう事を避けるという意味でも、是非、そのようにしていた

だきたいと願いまして終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（波岡玄智君） ６番中山議員。 

○６番（中山真一君） 通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。私は町長

の松本カラーは、２４年度予算編成にどのように反映されましたか、ということで質問

させていただきます。町長は昨年来というよりも、長谷川町長の元で長く副町長を努め

られ、昨年の２月より長谷川町長の入院後、町長職務代理として重責を担い、３月には、

あの大きな災害のもと大変な思いをされて８ヶ月弱の職務代理を務められ、そして１０

月の選挙で町長に当選されました。町長は立候補に際し、地域を支える地場産業の振興

と災害に強いまちづくりを主要テーマに掲げ、町民に強く訴え当選されました。長谷川

町長の行政施策を引き継ぎ、町民の信頼に応えるべく、持てる力のすべてを傾注し誠心

誠意、浜中町のまちづくりに取り組む覚悟であるというふうに執行方針でも述べられま

したが、町長は職員、副町長を続けられましたが、その選挙で町長になりました。我が

町の首長になりました。そして政治家になりました。そういうことで松本町長は副町長

をやられて、浜中町の町長となられたその時の心境、そして今の心境を、ちょっとお聞

かせいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 確かに町長の病気療養ということで、昨年２月から職務代理をし

ました。町長の病気も最初の予想では、連休前には復帰されるだろうということで、皆

さんも前町長も、私どももそう思っていましたから、それまで耐えればということで、

３月議会に望みました。そして皆さん方の協力があって、３月議会も乗越えてきたので

すけれども、その中で東日本大震災があって、その時点で誠心誠意といいますか、それ

どころではなく必至になってやっていたというのが実態であります。そういう意味から

すると大変な７～８ヵ月だったと。そしてまた町長選挙という形になっております。こ
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の間、やはりその時に感じたのは、この町は第一次産業の町であります。第一次産業の

町を、先輩たちが今日まで続けてきてくれました。釧路管内でも、この第一次産業の町

と言い切れるのは、就業人口も含めて、この町が一番漁業を、そしてまた酪農を含めて

一番多い町でありますから、本当に北海道の典型的な町でありますし、その歴史をしっ

かり歴代の町長含めて、第一次産業振興ということで来ましたから、間違いなく地域を

支えているのは、地場産業、第一次産業だという事を第一に考えさせてもらいました。 

そして、今日までこの町は多くの災害を経験していますが、そういう意味では皆さん、

前町長も含めて、災害に対する心構えも含めてやられてきましたけれども、なお一層災

害を受けて、そしてまた災害に強いといいますか、強いと言っても災害に勝つ気はあり

ませんけれども、やっぱり人命をしっかり守るような、そんなまちづくりが必要だろう

という決意で、２つ目に、災害に強いまちづくりを目指すということで、掲げさせても

らい、町長選に望んだ次第であります。 

ですから、この２３年度の１年間、うちの町にとってみれば、色んな事が起きました

けれども、一部空白の部分もあったのではないかと思っています。その意味で、是非こ

れから特に災害の部分では、ちょっと弱かった分もありますけれども、そこのところを、

これからのまちづくりに向けて、第１次産業そして災害、その対策含めて２４年から、

しっかりスタートを切って行きたいと、これは決意でそういう思いであります。以上で

す。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） 町長からそういう決意を述べていただきました。実は私、ある

本を読みましたら、ニセコ町の昔の逢坂町長のことを書いているものを見つけさせてい

ただきました。ニセコ町の逢坂町長は学校を卒業し役場に勤められたと。その中で、こ

れは本に書いていることですが、事なかれ主義、無気力、無責任が横行する地方自治の

現場の実態に危機を抱き、平成６年３５歳で町長選に臨みました。そして当選し町長室

に入った逢坂町長は、直ぐに全力で走り始めた。どんどん職員を呼んで指示を出す。町

長自身町民の前に出向いて、まちづくりトークや、こんにちは町長室などのプランを展

開していった。予算書では公共事業も全てオープンにしたと、この姿勢は町長在任中ず

っと変わらなかったと、例えば予算説明書、表題はもっと知りたい、今年の仕事として、

例えば町道の整備の方にはこんな数字が並んでいたと、町道１号道路改良舗装工事４，

９００万円、国の補助額６０％２，９４０万円、ニセコ町の負担１，９６０万円、これ
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は福祉、産業、観光、公共事業、教育、文化など、全ての項目について施策の中身、金

額ともに国や北海道からの補助額、ニセコ町の負担額を明示して行ったと。 

そして、この逢坂町長は全国で初めての自治基本条例を策定していたと。そして、逢

坂町長は最後にリーダーが取るべき姿勢と生き方についてこう語ったと。職員には機会

をきちんと公平に与える。これから新しいものに挑戦する時には、内部に物差しがない

ので価値観を外に求める。その為には情報発信が欠かせない。発信すると評価する人が

現れる。リーダー自身には、どんな条件が備わっていなければならいのかという質問に

対しては、強い意志と想像力、リーダーの判断の間口が広い、あらゆる問題にリアリテ

ィ－を持った判断をする事には、それを補う想像力が必要だという事でございますが、

松本町長も町長になられましたからには、強いリーダーシップを発揮し、そのようにし

て２４年度予算編成にも取り組まれているものと推察するところでございます。 

その中で、先ほど言いましたテーマの地域を支える地場産業の振興ということで、そ

の件についてお尋ねさせて頂きますが、基幹産業である一次産業、その中で先ず農林振

興について、２４年度どう予算編成に取組まれたのか。農業費を見ますと、２０億９，

２００万円、前年度は４億４，７００万円、差額が１６億４，０００万円ですか、いず

れにしましても、この農業振興策として２４年の編成で大きなものが、国営環境保全型

かんがい排水事業の繰り上げ償還、繰り上げ償還をするとは書いてございますが、どう

してこの繰り上げ償還をしなければならなかったのか。その辺のことが明確にされてお

りませんので、その辺の事を含めて、この農業振興策として２４年の予算編成に当たら

れたのか。予算ベースを含めて、ちょっとご説明をいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 農林課長。 

○農林課長（箱石憲博君） ただ今の御質問にお答えをさせていただきたいと思います。

先に町長執行方針で述べたように、農業振興では重点的な取り組みとして７点、林業振

興では、重点的な取り組みとして５点の方針を掲げさせていただきました。その農業振

興では、１つは団体等の支援事業で３団体に５２０万円の補助、２つ目には農業基盤整

備事業では道営草地整備改良事業、そして今年度から着手します一般農道整備事業で、

２，７７５万円を計上させていただきました。３点目として、ただいまのご質問もあり

ましたが、国営環境保全型かんがい排水事業によっては、受益者の負担金の一括繰上償

還に要する経費として、１６億６，９１６万２，０００円を計上させていただいており

ます。議員のご質問にもあったように、本町の今年度の予算と前年度を比較しても、ほ
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ぼ、この額が伸びていると、農業費においても１６億円何がし前年度対比で伸びており

ますけれども、この繰り上げ償還につきましては、通常土地改良事業法に基づく、この

種の事業をした場合に、事業完了後の翌年から通常償還は受益者負担が掛かる訳ですけ

れども、この受益者負担にかかる通常償還は１７年、うち２年間が据え置きとなってお

ります。 

さらに、この低金利時代に５％の金利負担が求められているところであります。たま

たま１６億円何がしの予算を計上しておりますけれども、これは農家さんの負担が約９

億円、町の負担分が約７億円です。ちょっと端数は省略させていただきます。農家負担

の１戸当たりの平均が負担金６５０万円となっております。ちなみに、これを通常償還

１７年で償還しますと、負担金の６５０万円に対して金利５％、約２９０万円の金利負

担が掛かると、町の部分におきましては、先程７億円と言いましたけれども、約７億３，

０００万円になります。これに５％となりますと、約３億３，０００万円金利負担が掛

かるという事から、これは農家にとっても町にとっても大変な金利負担、財政負担にな

るという事から、３年程前から関係機関、あるいは受益者の農家さん農協さん含めて、

この償還についての何か良い方法はないかということで検討させていただき、緑ネット

という昔で言うと土地改良連合会、ここの制度資金を借りまして、農家さんについては

事業費負担金の６分の５が、無利子で借りられる制度であります。 

これを、活用しようと町の部分につきましては、理事者、財政当局とも相談させてい

ただき、起債を借りざるを得ないなと、起債の種類については、予算にも載せておりま

すけれども、辺地債を借りる予定で進めております。このことによって農家さんは、負

担金の６分の５については無利子で借りられますので、残りの６分の１だけ自己資金と

いいますか、そういう形で用意していただければ、ほとんど金利負担なしで負担金の元

本だけ償還していけば良いという、町においては、通常償還でいけば３億３，０００万

円掛かる金利が、辺地債が借入を出来るとすれば約３億円の経費節減になると、そのよ

うなことから、一括償還という方法を関係機関並びに、農協さん受益者の皆様のご理解

をいただいて、選択した次第であります。その事が今年度の町の予算、並びに農業費の

予算を大きく膨らませているということでございますので、ご理解をいただきたいと思

います。 

また４点目には、ただいま申し上げましたこの事業が完了したことによって、そこで

整備された施設の維持管理が、今年度から町でやらざるを得なくなります。この維持管
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理の方法として、現在、国の交付金ですか農地水環境保全支払交付金、この制度を活用

して維持管理していこうと。その為には、地域全体で管理するという事が条件となって

います。ただいまその組織づくりに現在取り進めているとこであります。 

ただし、この国の交付金に対して、町が逆に２５％の負担を求められています。その

分、今回の予算に計上させていただいていますが、その負担分を合わせまして施設の維

持補修費、若干見込ませていただき５００万円の予算を計上させていただいています。 

５点目の中山間地域等直接支払事業交付金は、ご案内のとおり今年度２億５９７万１，

０００円を計上をさせていただきます。農業基盤強化事業では、農家さんの制度資金借

入に対する利子補給２，００１万８，０００円を計上、７点目の新規就農者育成対策事

業では、有限会社浜中町就農者研修牧場の運営費５００万円の補助と、新規就農者誘致

事業で３，４５５万円の補助を予定してございます。 

産業振興資金貸付事業では、乳牛の購入資金として今年度は３６頭分、これは貸付条

例で１頭５０万円以内というふうに定まっていますので、１頭５０万円以内で３６頭分、

１，８００万円を計上させていただきました。林業の振興では、町有林整備事業の森林

環境保全整備事業、未来につなぐ森づくり推進事業併せて、１，３７１万１，０００円

を計上させていただいております。 

また２点目に、林道整備事業では、既設の林道の補修工事に合わせ、これは新規事業

でございますけども、林業施業道路新設工事合わせて２，１１０万円を計上させていた

だいています。３点目は、例年実施していますが、町の植樹祭事業で、例年通り漁協女

性部との共同で植樹祭を実施したいと考えております。今年については８００本の苗木

を植樹したいということでございます。４点目の有害鳥獣対策事業では、御案内のとお

り増え続けるエゾ鹿被害を少しでも食い止めようという事で、今年はエゾ鹿の有害駆除

事業で捕獲頭数１３００頭、これに対する委託料と言いますか、町の猟友会の方に捕獲

を委託しておりますので、５４０万円を計上させていただきました。 

林業振興の最後になりますが、小規模治山事業では、昨年から２年計画で実施してお

りました、渡散布地区小規模治山工事２，５６０万円を以って、完了する予定となって

おります。 

以上、主な点について申し上げましたが、先ほどの、かん排の償還金を除きますと、

大変町の財政は厳しい中にあって、例年並みの予算編成が出来たのかなと、そういった

部分では、農業も水産も同じですけれども、やはり産業振興には継続性が求められてお
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りますから、そういう観点では、町長の思いも十分反映されているものと、そのように

思っております。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） 次に、漁業振興につきましてお尋ねさせていただきます。水産

費としまして、２４年２億５，３００万円、昨年より１億３，３００万円くらい増えて

います。これは産業振興資金貸付が２３年度に補正を含めて１，８００万円だったのが、

２４年度９，７００万円と大幅に増えていますので、これについては評価するところで

ございますが、簡単に主だったところだけ、そういう点で説明をお願いしたいと思いま

す。 

○議長（波岡玄智君） 水産課長。 

○水産課長（佐藤佳信君） それでは水産についてお答えいたします。まず大宗漁業で

あります昆布資源の増大に向けまして、環境生産生態系保全活動による雑海藻駆除継続

実施、ウニの養殖及び資源の増大を図る為、管内ウニ種苗センターの運営費補助の継続、

制度改正につきましては、浜中町漁業近代化資金利子補給への条例の一部改正、これに

つきましては、議案第２０号で提案しておりますけれども、利子補給限度額と、利子補

給率などの引き上げ、そして将来に亘り漁業者の負担軽減と、漁業経営の安定化を図り

ます。 

また産業振興貸付資金でございますけれども、今議員おっしゃるとおり、省エネルギ

ー対策としての漁業機器等拡大してございます。基盤整備でございますけれども、霧多

布港湾直轄事業によって、船揚場と東防波堤の継続改修、それと作業の安全対策として、

暮帰別地区で今進めております、暮帰別地区の施設の車止め及び照明の設置、更には、

丸山散布物揚場の調査設計をいたします。後継者対策といたしましては、道立漁業研修

所総合研修生の受講者１名に補助をいたします。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） 産業振興につきましては、それぞれ前年度以上の予算を組んで

いると言うことですが、そういう意味で、やはり松本町長として強いリーダーシップを

発揮した中で、松本カラーというものが見える施策が、より必要ではないのかなという

気がいたしました。その中で町長、こういう予算ばかりではなくて細かい事でも結構で

す。私、町長になってから長谷川町長とちょっと違うけれども、こういう事をやってみ

たいというような事が、例えばソフトの部分でも何か考えた事がありますでしょうか。 
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例えば、小さな事を申し上げます。町長室に訪れる町外のお客様に対しては、日本茶

でなくて、牛乳なり昆布茶を出すと、そういう方針で、私、松本はやるんだと。例えば、

ソフト面で、まだ考えつかない部分もあるのですが、町民が役場に来た時は、役場職員

みんな礼儀正しく接しようとか、声かけを丁寧にやっていこうとか。そういう点で、何

か町長変わったなというものが必要ではないのかなという気がするのですが、その辺に

ついて、後ほどでも、最後でも結構ですけれども、町長の御答弁をいただければなと思

います。 

それでは、産業面につきましては、そういうことでお聞きさせていただきましたが、

防災面での予算編成につきまして、７番議員さんの一般質問の中にもありましたが、あ

ちこち４２０万円と言いましたか、福祉関係が３０万円でしたか私見た中で。それから、

それ以外で先ほどと重複しない中で、４２０万円の中で主だったものをご説明いただけ

ればなと思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（上田幸作君） 今、ご質問の前段７番議員さんの御質問にもかかわる重複

する部分でございますが、新しいこの災害対策のソフト的にかかわる部分ということで、

総務課ばかりではなくて、福祉とか消防ですとか、それから衛生関係などで、それぞれ

災害関連ということで予算をお願いしております。例えば、消防関連では、ストーブで

すとか、災害があった時の捜索という形で双眼鏡等という事で、５２万１，０００円程

増えております。 

それから民生費の保育所関係では、子供さんのミルク、紙おむつとかのストック分、

高齢者関係では高齢者の方のおむつ、医療材料などのストック分ということで８６万円

ほど、それから直接的な災害対策になるのかどうかは別になりますけれども、衛生費関

係では、放射線測定器５７万円などを用意しております。実質、総務課の災害対策費の

中でも、自家発電機用の燃料を入れるタンクの購入ですとか、それから簡易ボックスト

イレの購入ですとか、それから備蓄食糧の増額ということで、それぞれ２３０万円ほど、

新たに通常の継続している予算にプラスアルファしております。それらを合わせますと、

先ほど７番議員さんにもお答えした４２３万８，０００円ほどが、ソフト関連に絡まる

という部分での備品等の購入になっております。先ほど７番議員さんのお話にも、お答

えをしておりますけれども、避難タワーですとか避難経路、そういういわゆるハード的

なものにつきましては、まだ設計委託ですとか、予算計上が一切なされていませんけれ
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ども、今、準備中ですということで、先ほどの答えと同じ答えになりますけども、ご理

解をいただきたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） 今、縷々説明ございましたが、昨日の所管事務調査報告の中で、

総務経済常任委員会から報告書が出されました。その中で、防災対策の早急な取り組み

として委員会としましては、やれるところからスピード感を持って対処願いたいという

ことを言っておられますが、私は総経ではないので、この件については報告書をもって

解った訳でありますが、やはり私どもも見てまして、随分対処が遅いなと思われました。 

その中で、昨年私６月の一般質問で、学校の避難マニュアルの見直しをというふうに

言いましたら、そのマニュアルが見直されたという事でございますけども、その見直し

が、どういうふうに見直され、どういうふうに対処しているのか。学校・保育所につい

てお尋ねさせていただきたいと思います。 

○ 議長（波岡玄智君） この際、暫時休憩いたします。 

(休憩 午後１２時００分） 

（再開 午後１３時００分） 

○議長（波岡玄智君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続行いたします。 

教委管理課長。 

○管理課長（工藤吉治君） 先ほどの質問にお答えいたします。東日本大震災発生時に

起こった、さまざまな事案は、これまでの学校での防災マニュアルの想定を、遥かに超

えるものでありました。これを教訓と致しまして、本町の学校の防災対策、防災教育の

あり方についても見直しをしなければならないものであります。 

従来、災害時につきましては、保護者等が学校に向かえに来る対応としていましたが、

震災後、家庭等の理解のもと災害時においては、学校が責任を持ちいち早く避難させる

取り組みをするよう指導しておりますし、新年度の学校で作成する学校経営計画の中に

も、しっかりと位置づけるよう指導していきたいと考えております。津波災害に限定を

しますと、いかに早く逃げるかなど、減災の視点から被災しても人命を失わないことを

最優先に、危機管理体制の確立を図っていきたいと考えておりますので、ご理解をお願

いいたします。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 
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○福祉保健課長（杉澤正喜君） 保育所の津波避難対策の御質問についてお答えさせて

いただきます。３月１１日の震災を受けて保育所では、４月にマニュアルの見直しをし

まして、従来、５分待ってお迎えがない場合は、避難所の方に避難するということでの

マニュアルでしたけれども、その時点で霧多布保育所においてはゆうゆに、それぞれ海

岸地区の保育所については高台、もしくは津波の避難場所、琵琶瀬ですと展望台に避難

するとかというふうにマニュアルを変えております。その上で、父母の方にもお伝えし

て、そういう形で警報発令中は、保育所が責任を持ってお子さんをお預かりするので、

迎えには来ないようにということで、お願いをしております。 

避難所で親御さんと会う場所については、親御さんに避難所で引き渡しをすると。新

川・暮帰別・仲の浜の場合は湿原センターとか、浜中の方へ避難する方が多いというこ

とから、ゆうゆにおいても、お子さんは解除になり親後さんが迎えに来られるまで、そ

れぞれの避難所で保育所が責任を持って、お預かりするという形をとっております。 

その後、１１月１０日に霧多布保育所において、避難訓練を実施しております。親御

さんも、ゆうゆの方に向かえに来ていただいて、無事に避難訓練を終えております。訓

練の後、それぞれの親御さんから御意見をお伺いするためにアンケート調査を行って、

そのアンケートに対して、それぞれ個々に父母の疑問についてお答えをさせていただい

ております。避難訓練の際にも、事前にお子さんにパネルシアターという方法を使って、

防災についての避難訓練の大切さを子供たちに知ってもらう為に、そういう方法で避難

訓練を実施し、子供たちも理解して避難訓練に臨んでおります。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） マニュアルの見直しにつきましては、それぞれに取り組んでい

るということは分かりますが、まず学校についてお尋ねしますが、基本姿勢は分かりま

したが、その中でマニュアルをどうするかということが、こうする、こうしたいという

事の具体性がちょっと見えていないのですが、例えば、学校だよりか何かで見たら、授

業中の場合、それから休憩時間の場合、それぞれ訓練を行っているように書いてあった

ような記憶があるのですが、実際に行われているのか。 

今、保育所の場合は、１１月に避難訓練をやったということですけれども、１回限り

なのか。それとも、そういうことで小学校においても、やっているのかどうか。何回く

らいやったのか。保育所も何回くらいやったのか。その辺だけお聞かせください。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 
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○管理課長（工藤吉治君） ただいまの質問にお答えします。学校等の地震・津波の避

難訓練につきましては、各学校とも年に２回以上実施されておりますし、具体的な内容

につきましては、各学校の年間の経営計画に、きちんと示されております。御理解を願

います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（杉沢正喜君） 先日、園長他にお話をさせていただきましたけれども、

まず、大きな地震がある場合は警報が出る、出ないにかかわらず、避難をすることが大

事だと保育所の方には伝えております。その上で、途中で避難する最中に解除になり、

津波の心配はないという情報を聞いて戻るのが、賢明だろうというお話をさせていただ

いております。 

それと避難訓練ですが、保育所では毎月、火災だとか色々な避難訓練をしております。

その中で、こういった訓練を年に１回必ず実施しながら、入所式の際に必ず親御さんと

避難訓練、それから防災マニュアルの関係について、お話をさせていただいて理解をい

ただきながら、親御さんと協議の上で津波を初めとする防犯・防災の対応に当たってい

きたいと思っております。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） 大体のところは分かりましたが、マニュアルは完全に出来上が

っている訳ではないというふうに理解して良いのか分かりませんが、そういう動きがあ

って、そういうふうに変更して避難訓練もやっているんだと。新しいマニュアルに沿っ

て、そういう方針のもとにやっているということを、どうして町民に周知をして行かな

いのか。 

例えば、町広報だとか色んな意味でマスコミを通じて、そういうことをやっているん

だということを周知させないのか。やはり、その事も大事じゃないかと思いますけれど

も、今後そういう方法をとる予定があるか、ないか。とりあえず、防災問題について手

掛けていっている事に対する周知について、どういうふうに思われるか。２箇所につい

てお尋ねします。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（工藤吉治君） 住民への周知等につきましてのご質問にお答えいたします。

学校の津波避難訓練実施等につきまして、一般的に全町民に知らせるような、周知の方

法はとっておりませんが、各学校、保護者の元へは、学校だより等を通しまして、周知
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をしている形になっておりますので御理解を願います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（杉澤正喜君） 父母との避難訓練につきましては、１１月１２日の釧

路新聞に掲載をさせていただいております。それと全町への取り組みの周知ということ

でございますけれども、全体の防災関係の協議の中で検討させていただきたいと思いま

す。 

第一次的には、父母またはその家族との避難対策について、保育所との連携協議とい

うのが１番やらなければならないというふうに考えております。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） 学校、父母、その辺との連携を取りながらやるということは大

事な事だと思いますが、３月１１日大きな災害を受けて、この町として、それも総経の

報告書ではないですけれども、どう動いているんだと。何か新しい事はやっているのか

と、学校でも保育所でも、こういうふうに変わってきているという事を、周知させるこ

とは大事なことじゃないかと思うのです。 

そういう意味では、やはり全部が出来なくても変わったところでも、どんどん発信し

て町民にないしは表にも、浜中町はこれだけの事をやっているという周知というのは、

当然、大事なことだと思いますので、その辺は今後、十分考えていただきたいなと思い

ます。町広報３月号１４ページの健康サポート、この中に、繰り返す災害ということで、

防災問題が出ていました。事前の心構えという事で出ておりますが、凄くやはりこうい

うことを周知することが大事だと思います。 

ただし、これが健康サポートという欄で、出したのが福祉保健課だと。ちょっと待て

よと、福祉保健課なのかなと。防災ではないのかなと、一課でやるのではなくて全課で

役場ぐるみ、みんなでやって初めて、こういうものというのは出来るのではないかなと

思うのですが、１つの課でこういう事をやっている事に、ちょっと違和感を覚えました。 

この辺につきまして、そうなると次は建設課から出てくのかな、その次は何課が出て

くるのかなと、そういう意味では１つの課単位で、こういうことを出されるというのは

おかしいことであって、やっぱり役場ぐるみないしは、この事に関してプロジェクトチ

ームを作ってやりなさいと議会でも言っておりますが、そういう形でやるべきものだな

と思いました。広報という形で、もう１つ言わせていただきます。３月５日ホームペー

ジの元に、こういうふうな物が出されました。早速見させていただきました。大変大事
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な事だなと思いました。ただし、出るのが遅い。ホームページ防災の所をクリックして

最初に出てきたのが昨年の５月、その前は５月１１日の副町長のコメントで、その後、

何も出てきませんでした。こういう防災に関しましても広報というものを、どうしても

う少し活用した中で、どんどん発信していかないのかと、そういう事だから総務経済常

任委員会でも、こういうものが出てくるのではないのかなと思いました。やはりスピー

ド感を持って対処願いたいという気持ちは、そのとおりだと思います。 

そして、今防災計画の見直しが言われています。昨年の１月に作られました浜中町地

域防災計画、この計画が出来上がって直ぐ３月に災害があった訳ですが、この防災計画

は、見直しがなるまでは、現在も生きているというふうに見てよろしいですね。その辺

につきましてお話ください。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（上田幸作君） そのとおりでございます。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） この防災計画を見ましたら、防災計画の３３７～８ページにつ

きまして、関係諸帳簿の整備としまして、指定避難所及び緊急一時避難施設の管理運営

者は避難所等における避難者等の収容状況及び物品の受払いを明確にするため、次のよ

うに必要と思われる諸帳簿を備え、記録整理をするものとするというふうにされていま

した。 

ということは、去年の３月１１日時点の中では、この防災計画は生きていたと、この

中には、避難所等、収容者名簿というものがありました。昨年の３月１１日に出来たば

かりのほやほやだと思います。担当者十分知っていたと思います。どうして、これが３

月１１日に活用されなかったのか。この辺についての見解をお聞かせいただきたいと思

います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（上田幸作君） 確かにおっしゃる通り避難場所において、この避難者収容

者名簿につきましては、作成しておりませんでした。余裕がなかったという言い訳にな

る訳でございますけれども、それを踏まえて、その後に行いました避難訓練において、

避難訓練に参加していただいた方に、記載名簿を作って訓練をさせてもらったというの

が実態でございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 
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○６番（中山真一君） 物は作っても魂入らずとはこの事だと思います。 

今後、新しい防災計画の見直しをするという事になっていますけれども、防災計画を

作っても、このように使われない防災計画だったら何もならない。やはり作ったからに

は、それをきちんと活用していく、そういうことが大事だと思います。 

そういう点で、避難施設の見直しということも言われておりますが、２４年度の一般

会計の予算を見ますと、教育費の中に、中学校の耐震診断業務委託料１，１００万円ほ

どありました。これは霧多布中学校の校舎、体育館の耐震業務委託だと思いますが、こ

の委託をする際に、霧多布中学校に対して、この防災に対する考え方を取り入れた、例

えば、その中に一部何処か高いところを作って、防災タワーらしきものを増設する計画

を作る予定があるのかどうか。その辺につきまして、考え方をお聞かせいただきたいと

思います。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（工藤吉治君） ただいまの質問にお答えいたします。新年度の予算につき

まして、霧多布中学校校舎及び屋内体育館の予算を組んでおりますが、今回の予算につ

きましては、診断までですので診断の結果が出ましたら学校のあり方等、防災含めて町

の関係部局と協議しながら進めていきたいと考えております。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） ますます遅くなっていくなという気がいたしました。やはりそ

ういうものも一緒に進めるべきという気がいたしました。 

その中で、この平地にある霧多布中学校、霧多布高校につきまして、今仲の浜・新川・

暮帰別地区の避難場所としては、体育館と霧多布高校が指定されているかと思いますが、

霧多布高校にしましても、先日、校長先生にお聞きしましたら、屋上に上がる階段はな

いと、梯子があるのみだということで、屋上には一般の方が上がれる状態にはないとい

うことでお聞きしています。そういう意味では３階に行けば良いのではなくて、万が一

の為に、屋上にも上がれる対策というものは、教育委員会としては乃至は防災の方で考

えていられるかどうか。その辺をお聞かせください。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（工藤吉治君） お答えします。霧多布高等学校につきましては、３階校舎

になっておりますが、屋上への階段につきましては、避難を想定した造りにはなってお

りません。構造的な部分も含めて、屋上が避難に適しているかどうかについては、お答
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えが出来ませんけれども、梯子については点検の為の屋上への梯子でありまして、避難

を考えての建設ではありませんので、構造的なものも含めて、それが可能なのか、それ

とも出来ないのかを判断して行きたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） 先程の一般質問７番議員さんからも言われましたが、災害はい

つ来るか分かりません。今来るのか、直ぐこの後に来るのか、明日来るのか、明後日来

るのか分かりません。そういう意味では、こういうことを含めてどんどん検証して、早

目早目の対応をお願いしたいものだと思っているところでございます。 

いずれにしましても新聞等を見ますと、他の町は防災を、どんどん進めていられるな

と、それに比べ我が町は、随分対応が遅いというふうにしか捉えられません。そういう

事では、私、新しい町長松本カラーを出せという言い方をさせていただきました。防災

に災害に強いまちづくり、やはりそういう意味では、他の町に負けない前向きな姿勢が

あって然るべきだと思います。 

次に移らせていただきます。昨年３月１１日の東日本大震災後、政府は昨年年末に復

興特区法を制定し、北海道や東北関東などの１１道・県の２２０市町村が、その中で道

内では、浜中町と広尾町が制定されました。この制定されました復興特区法、この復興

特区とは、町側としてはどのように捉えてますでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（越田正昭君） 復興特区について、お答えをさせていただきます。

国が東日本大震災により、一定の被害が生じた区域で国が円滑かつ迅速な普及、復興を

推進させる為に指定した地域、すなわち地方自治体であります。 

特に、指定された場所は復興推進計画、復興整備計画、復興交付金計画の３つの計画

を持って、復旧・復興が出来ることになる区域、これをすなわち復興特区としておりま

す。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） まだまだ、曖昧なところがあるかも知れませんけれども、では

何故、浜中町がこの復興特区に指定されたと思いでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（越田正昭君） 先ほどお話しましたけれども、東日本大震災復興特

別区域法、復興特区法と言われますけれども、２３年１２月７日に成立をし、２６日に
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施行されました。明けて１月６日に復興特区法にかかる基本方針が示されております。

この復興特区法における特別地域としての、特定被災地域と特定被災地方公共団体の２

つの柱があります。浜中町においては、特定被災地方公共団体、１２月７日時点では９

件、２２０市町村となっておりますが、この分で復興特区区域として設定をされており

ます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） その規定に則ってされたということで捉えていいのでしょうか。

それとも、災害の規模が大きかったからという事とか何かあるのでしょうか。その辺に

つきましてお願いします。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（越田正昭君） 指定の根拠というのがございます。このことにつき

ましては、先程も申し上げたところでありますが、特定被災地方公共団体、浜中町が与

えられている対象地域でございますけれども、公共土木施設での被害復旧事業費、それ

と災害廃棄物処理にかかる地方負担の標準税収入に対する割合、これが５％を超えてい

る市町村とされております。浜中町は、先の７月１２日霧多布港湾の災害復旧事業とい

うことで、暮帰別地区でございますけれども、国土交通省の港湾局の災害査定を受けて

おります。 

参考までにお話をさせていただきますけれども、算定として公害災害復旧の地元負担

が１億８，７３６万７，０００円ございました。それで、２３年度の標準税収入額が８

億９，９０３万円と言うことになっております。その５％を超える分ということでござ

いますので、この１億８，７３６万７，０００円から、８億９，９０３万円を割った額

がこの５％の規定となっており、丁度この分については２０．８％ですから、５％から

超えたということで、この指定になったものだと推測をしております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） それでは、この復興特区に指定された後の、町側の対応は今ま

でに、どのようにされてきましたでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（越田正昭君） 指定後の対応ということで、お話をさせていただき

ます。まず指定後において、関係機関からの情報収集をさせていただきます。また、道

が開催した国の担当者からの東日本大震災の特別区域法制度の説明会が１月１３日に
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開催されております。当時の担当課が出席させていただいております。その後、各課長

さんへ特別区域制度の概要説明を１月２５日に実施させていただいています。２月１５

日には、この被災地方公共団体が自らの復興プランの下で進める、地域づくりに必要な

事業の取組みとして、事業計画のメニューに沿った計画書の提出を各原課の方にお願い

をしているところであります。 

同日に、この復興特別事業にかかる町内における、プロジェクトチームの委嘱も同時

に行わせていただきました。それで担当課への計画書の提出については、２月末という

ことで、まちづくり課の方から、それぞれにお願いをしているところであります。 

ただ、この事業メニュー色々な省庁をまたいでおり、４０項目程ございます。災害状

況を、それぞれの原課の中で捉えているという事で調査をしておりますので、若干時間

が掛かり、今月の中旬ぐらいの予定で、計画に上がってくるのかなと思っております。

その計画を受けてから、プロジェクト会議を中旬以降に招集させていただき、それらの

確認と精査をして早い時期の中で、この復興の交付金の計画書を国に提出したいという

ことで今、鋭意努力をしているところであります。御理解をお願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） 担当者の動きにつきましては分かりました。国としましても、

復興庁が出来たのも最近の事であり、大変対応が遅いと思いますが、その中で担当者が

そういう動きをされていますが、新しく町長になられました、町長と致しましては、ど

のような事に対して対応されましたか。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） この復興特区の関係の事業については、今、課長の方から説明が

あったとおり１２月から法が出来て、そして説明会があって、この間、各課に取りまと

めを行っていると言っていますけれども、この取りまとめ自体が大変厳しいものがある

んですね。というのは、最初から来ている情報では、被害のあった分の復興だと、一番

大前提が最初からあります。私どもでは被害というと、当然、港湾、暮帰別含めての話

ですから、その分については、災害査定も受けて２３～２４年で事業をやる、６月まで

には何とかしたいということで、先に進めていました。その事意外にということになっ

てくると、民間の作業所ですとか加工場、それから団体の加工場というのがありますけ

れども、全てその事については入っていません。 

その他に、もっと極端なお話をすると、住宅が流されて移転するとか、農地が流され
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て移転するとか、地域指定も含めて被害のあったところについては、そういう事が出来

るという事業。そういう意味からすると浜中町はちょっと違うなと、被害の事も含めて、

戸惑いも持っていますし、これからどう持っていくかというのが難しいです。 

ただ、この復興特区として新たに出た法律は、別の視点から見ると初めてやる訳です

から、今東北の各県知事、首長はその採択に向けて、いろんな事を要求しています。い

ろんな要望といったらおかしいですけれども、そういう形で出ています。ですから、こ

れからチャンスでもあるんです。新たな法律です。新たな法律で北海道はゼロというふ

うにはならないと思っています。 

ですから、何が何でも突っ込める、入って行けるものについては入って行きたいと思

っていますし、言葉は悪いですが、なりふり構わずと言ったらおかしいですけれども、

そんな意味で、そして新たに出来た法律ですから、新たな事業で採択の方法もあるだろ

うと、条件緩和も出てくるのではないかと、そんな期待を込めて、この復興特区に向け

て北海道は２つでしたが、今また２つ増えたそうです。最初は広尾で、町長さんとお会

いした時に、初めての事で向こうも分からないと言っていましたので、連携して出来る

ところを調整して行きましょうというお話で、首長どうしではお話しております。以上

です。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） そう意味で分からないところがあると言う事ですけれども、昨

日の行政報告の中に、浜中町も激甚災害に指定されたということが出たそうでございま

すが、そういう点では、この激甚災害と復興特区と今までの捉え方ですと、何か執行方

針にもありましたけれども、制度の内容は被災地域の復興地域づくりとされ、現状での

復興メニューに当てはまるものは難しいというのですか。災害の復興のみで、それ以上

のものは難しいという捉え方のようですけれども、今の町長の言われたような形で、そ

れだったら激甚災害と何も変わりないんじゃないかという気持ちがありました。そうい

う点では、その辺の事で大いに進めていただきたいと思っております。 

そういう意味で、先ほどの７番議員の一般質問の中でも町長が言われていました、

色々な多くのメニューを作って、それでぶつけて行きたい、そして今町長が言われたよ

うに、何としてでもやりたいという気持ちがあると表明していただきましたので、その

中で、何とかお願いしたいなと思っております。私も復興特区の区域基本方針、その中

に書かれていました、復興を加速させる為には、前例や既存の枠組みに捉われず地域限
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定で思い切った措置をとることが必要である。また、被災状況や復興の方向性が地域に

より様々であることから、地域の創意、工夫をいかしたオーダーメイドの仕組みが必要

であるというふうに書いてございましたので、そういう意味で、各地域、北海道４つの

町が同じようなことじゃなくて、それぞれの地域が持っている特性を生かしながら、復

興特区に生かしていただきたいものだと思っております。町民もこれに多く期待してい

るところもあると思いますので、是非、その辺では町長のリーダーシップをいただきな

がら、この問題に取り組んでいただきたいなと思っております。 

最後に、この防災計画の見直しにつきまして、ちょっとお尋ねさせていただきます。

浜中町は防災計画を早急に作りあげて、いろんな課題がたくさんあるかと思いますが、

その中で今問題になっている点、どういう事が見直しの点で重要なのか。お聞かせいた

だきたいなと思っています。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（上田幸作君） 地域防災計画の見直しの重要な課題ということで、今、私

どもで整理している部分ですけども、まず具体的な内容といたしましては、新たな避難

ルートの見直しといいますか、例えば霧多布地区においても道道一本と町道一本、更に

もう一本避難ルートが欲しいとか、それから地域で言いますと、丸山散布地域におきま

しても、丸山散布の地域から海岸よりの高台に避難階段を設けている訳ですけども、地

域の要望としては、そこに太平洋側に向かっていくのではなくて、後ろに向かった山に

避難ルートを造って欲しいとか、今ある既存ルートの見直しを考えております。 

それから避難場所ですけれども、背後に高台がある地域が多数ありますが、高台があ

るだけで電気１つ、建物１つ無いので、例えば冬期間ですとか、長時間になった場合の、

避難場所の見直しも必要になってくると思います。それから、５００年間隔地震の浸水

予測図を基に防災マップを造りまして、浸水地域を皆さんにお配りしている訳ですけれ

ども、既に、浸水予想地域の中に避難施設があるのもありますし、今後、北海道が見直

しをかけようとしております浸水予測は、それよりも遥かに上回るものというふうに思

いますので、その浸水予想地域にある避難施設の見直しを考えておりますし、それから

学校、公の集会施設とか避難施設、それぞれ設定させていただいておりますけれども、

３月１１日のように、たくさんの人が避難した時に、食料なり毛布なり暖房設備なり情

報収集設備なりが、きちんと備わっておりません。それらの充実も必要かなと思います。 

それから、日頃から万が一の為に備えての避難訓練、今まで２０何回やっていますけ
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れども、マンネリ化しているということもありますし、もっと意識啓発になるような避

難訓練の見直しも必要だと思います。その他、ソフト的になろうかと思いますけれども、

災害時の要援護者、お年寄りですとか子供さんの関係、災害時に避難する為の支援が必

要な方の、いかに早く高い場所に避難できるかという方策の見直しも必要になっており

ます。 

その防災計画の中では、更に万が一、そういう大きな災害が起きた後の救助ですとか

復興ですとか、今、既存の地域防災計画では、まだ十分ではありませんので、その辺を

より具体的に作り直さなければと考えています。沢山あるのですけれども、今思ってい

る主なところでございます。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○６番（中山真一君） 色々とやる仕事はあると思いますが、それこそ何時津波が来る

か分かりません。出来るだけ早くやっていただきたいものだと思います。計画を作るよ

りも一つ一つの積み重ねが結果的に、この計画になって行くものだと思っております。

そういう点では、先ほど私言いましたが、この防災計画を全て作り上げてからではなく、

１つずつやったら、これはやりましたよ、これはこうしますよ、という事を大いに町民

に発信しながら最後に、この防災計画が出来ても良いのではないかなという気がしてお

ります。 

そういう意味では、２４年度の予算書の中に、この防災計画見直しの予算が入ってお

りません。そして津波防災マップの見直しの予算も入っておりません。そういう事で、

２４年度やらないのかなと、また来年送りかなという心配がありますが、その辺を町長、

この辺はいつ頃までにやる予定だということを明言していただきたいと思います。 

そして私は、今日一般質問をさせていただきました、松本カラーというのは何処で出

していくのか。そして、この防災に対しては、どういう考え方でやるのか。この辺、町

長の方から御答弁いただきたいものだと思っております。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 御質問にお答えします。先ず、この防災マップ更には色んな計画

書の策定に当たって、もし費用が掛かるとすれば今回２４年度予算、当然、議論させて

もらいますけれども、議員言われたように出来るところからやって行くという事であり

ますから、もし一つの防災マップを、もう一度詰め直すという事になれば、補正予算を

すぐ出して直ぐ作っていけるという事で考えております。 
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ただ、今言ったようにいつ完成するかというのは、当然、国・道からの指示もあるだ

ろうと。その関係で時期というのは明言できませんけれども、この防災対応というのは、

平成２４年度で完結するとは思っておりません。多分、議員もそうだと思うのですけれ

ども、確かに出来るところから積み重ねて行く、それを後世に繋いで行くということが、

それは５０年後・１００年後になるのかも分かりませんけれども、大きな災害になると

すれば、そういう作り方、そういう積重ねで後世に残していくんだと、しっかり避難出

来る体制を作っていくのが大変必要だと思っています。 

そして、今まで避難訓練もそうですけれども、この計画も絶対来るから作っていると

いうものでは無かったような気がするんです。避難訓練も来なければいいね、という感

じでやっていたのが避難訓練だったような気がします。ですから、町民の皆さんには迷

惑を掛けないように、そしてまた内輪で全部出来るような、そんな形で今まで進んでき

たのかなという気もしています。私自身も、これから災害は絶対に来るという事での避

難訓練、そしてまた避難計画が必要だと思っております。そういう避難訓練をして行き

ますし、そんな計画を作って行きたいと思います。そしてまた作り変えていく、書き直

して行くということも大切だと。この事に関しては、当初に含んでいないから、どうと

いう事では無くて、出来たところから書きなおし、補記含めてやって行かないと駄目だ

と思っております。 

それと、今回議員からも言われました、松本カラーというふうに出ましたけれども、

少しでも出したらどうかという御意見、提言だったと思っています。小さな事ですけれ

ども、今までお客さんが町外から来た時には牛乳、昆布茶というお話もありました。牛

乳は玄関に置いてありますから、余り積極的ではなかったのですが出しています。また

浜中町の牛乳ですよと、低温殺菌なんですと、そんなことも含めて話題にして良い場所

ですよという事も、これからも続けて行きたいと思っています。昆布茶という提言もあ

りましたけれども、これも参考にさせてもらいたいと思っております。 

もう１つ、しっかりした職員のあいさつで町民を迎える、こう言われた時に、余りし

ていないのか、少し目立ったのかというふうに思っています。これは松本カラーだとか、

前町長のカラーだとか言われないように、これは接遇の基本でありますから、もし欠け

ているとすれば、しっかりやってもらうという事を、職員にもお願いしていきたいと思

います。多分これはカラーではないと思います。 

ただ、今質問ありましたように、やっているのならしっかり周知もしなさいよと、広
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報もしなさいよ、報道機関にもお願いしなさいという事も含めて、決して止まっている

訳ではないのです。目立ち方がちょっと違ったと思っております。またスピード感含め

て、こんなふうに言われないようにするのが、まちづくりであって、それがしっかり職

員と町長が一緒になって仕事をやるという事が、結果的に松本カラーになるのではない

かなと、そんな町づくりを目指して行きたいと思っております。スピード感が足りない

等、言われないようなまちづくりを目指したいと思います。 

○議長（波岡玄智君） ８番竹内議員。 

○８番(竹内健児君） 新しい学習指導要綱の完全実施が４月から始まります。今まで

選択必修であった武道が必修化されることになった訳ですが、新年度から中学校１年

生・２年生で必修化される武道のうち、道内では中学校の７割が柔道を選択している事

が道教委のまとめで解りました。全国で事故や指導者不足など、安全面での懸念もあり、

専門家や保護者教育現場から不安視する声が上がっております。以下質問をいたします。 

必修化に伴う柔道実施校数は全道、釧路管内、本町では、それぞれどのようになって

おりますか。 

また、本町での男女それぞれの生徒数はどうなりますか。お答え願いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） 必修化に伴う柔道実技校は全道、管内、本町ではどのよう

になっているか。また、本町での男女のそれぞれの生徒数はどうなっているかという質

問にお答えいたします。 

平成２４年度に中学校の体育で柔道を実施する学校数は、全道では５３９校中３４３

校が柔道を指導することになっております。割合では６４％です。釧路管内においては、

４１校中３２校が柔道を指導することになっております。割合は７８％です。本町にお

いては５校中、５校が柔道を指導することになっております。本町の平成２４年度にお

ける中学校の生徒数は、第１学年が５３人で男子が２２人、女子が３１人。第２学年は、

６１人で男子が３２人、女子が２９人。第３学年は４７人で男子が２６人、女子が２１

人であり、３学年の合計は１６１人で、男子が８０人、女子が８１人であります。以上

です。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） そうしますと、管内よりは浜中町が多いということになります。

それでは、必修化にする目的についてお伺いしたいと思います。何が必修化によって期
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待できるのか。それから、年間の柔道の指導時間数、これはどのぐらいを予定しておら

れますか。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） 必修化にする目的、それから期待される事、それから指導

実数はどのくらいかという質問にお答えをいたします。 

まず必修にする目的でありますが、武道を学習することにより、礼に始まり礼に終わ

ると言った礼法や礼を重んじ、その形式に従う事で自己を制御すると共に、相手を尊重

する態度を形に表すと言った、武道特有の物の見方や考え方等を学び、精神面及び態度

における人間形成と技能の習得、更に体力向上を目的としています。 

必修化で何が期待出来るかでありますが、柔道は相手との攻防を通して、技を学び体

力を高め、礼法等の行動の仕方を身に付け自己を制御し、相手を尊重する、精神力を高

める等、青少年の健全育成に関連する学習であり、我が国の伝統的な運動文化である武

道を、学校における体育学習の内容として重視して行くことは、日本の文化や伝統を尊

重する観点は基より、これからの国際社会において世界に生きる日本人を育成していく

立場からも大変有意義なことであり、全ての生徒が武道の特性に触れ、日本の文化や伝

統を尊重する態度を身につける事も、目的と合わせ期待されているところでございます。

年間の指導時数ですが、主に基本動作や基本となる技を身につける学習として、必修と

なる１年生・２年生共、８時間から１０時間が平均であります。 

なお、今年度、本町の中学校では５時間が１校、６時間が１校、８時間が２校という

指導時数であります。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） 目的について、あるいは何が期待できるかという点については、

色々お話がありました。これは柔道を創設した嘉納治五郎さんという方がおられます。

講道館の館長ですが日本に柔道を作りだした人であります。この方の事について、山下

泰裕さんという東海大の副学長、それから体育の学部長もやっている、皆さん御存じの

ように、世界柔道では名が知れた人で、この人が嘉納治五郎さんの事について、こうい

うふうに言っているのです。幼少時、身体が小さくいじめられていたと、強くなりたい、

丈夫な身体が欲しいと柔術を始めたと、そして技や体力が向上するだけではなく、鍛錬

を通して自己を律する事が出来るようになると言っているんですね。柔道の原点を見出

したという事で、柔らから柔道という事を作り出した人です。 
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この方は非常に学問の面でも英語が達者な人で、日本の体育協会の元祖であります。

全世界を駆け巡って柔道を普及された、柔よく剛を制すというふうに言われています。

柔らという字と強い力、剛力ですね。強い力を柔らかく包み込んで投げるという事です

が、この方の事を山下さんは非常に素晴らしい人だと、世界の柔道を通じて、世界の平

和を作っていくんだということを言われています。 

これはどういう事かというと、嘉納治五郎さんの中に言われているのですが、精力善

用という言葉があります。自分が鍛錬した力を社会の良い方向に使うんだということで

すね。それからもう１つは、自他共栄ですね。今お話の中にあります、礼が重んじられ

る、これはどういう事かというと、相手を尊敬する敬う事から始まるんだと。相手の立

場を理解して、そして自分と相手と共に栄えて行く思想、これが柔よく剛を制すという

事に繋がるし、自分のスポーツ感、一生を通じて自分の体を鍛えていくんだと言われて

いるのです。 

だから、山下さんは昔で言えばソビエト、今はロシアそこにも出掛けている、中国に

も出掛けている、そうすると、あるマスコミが左寄りの先生でないかというような批判

をしていると。私はそうではないと嘉納さんのやられた事を、その道を進んでいるんだ

というふうに説いているんですね。私は、今お話の中にあったように礼に始まり礼に終

わるという事は、非常に大切だと思うのです。それから皆さんご存じだと思うのですが、

柔道で一番人気をよんでいる礼の仕方、これは棟田という選手です。この方の始まりと

終わりの礼は素晴らしいです。 

それから、相撲で言えば豊真将、この方も礼が素晴らしいですね。これも人気を呼ん

でいますね。こういうふうに１つの文化が栄え、私はある学校に、今回の問題で畳を見

せてもらいに行きました。教育委員会の方で色々説明を受けた時に、昔の畳とは違うん

だと言われたので、１回見てみたいなと思って行ってきました。その先生は有段者とい

う事で、その畳も見せていただきました。これは１枚３万円するそうです。５０枚あり

ました。確かに裏側は滑らないように怪我がないように、畳がずれると間が空きますか

ら、そこに足を突っ込んで怪我をするというのは起きてくる訳ですが、ゴムのような下

に張ってあります。なかなか滑りづらいと思いましたし、昔の畳というのは藺草で作ら

れた畳ですけれども、今は違います。擦過傷も無いように出来ないように作られて、す

ばらしいものです。投げられても軟いというような感じで、これを見て大分違うなと思

ったのが１つと、有段者の先生でしたけれども、今までずっと柔道を生徒と一緒にやっ
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てきたと、それで生徒が本当に活き活きと柔道をやっているんだという話をされました。

素晴らしい事だなと思いました。 

しかし、やっぱり傷害はつきものですよと言われました。ちょっと目を離した隙に起

きるんですね。だから、どうしてもちゃんとした見守りが必要だと、見て監視する人が

いないと駄目だということを切々と言っておられました。その先生は、柔道はもう懲り

懲りだと言っているんですね。何が嫌だと言ったら、受身というのがあるんですけれど

も、これをしっかりやらないと、柔道は中々上手くいかないのです。怪我をするのです。 

ところが、受身ばかりやると面白くないのです。私も大学時代４年間やっていたので

すけれど、冬の寒稽古というのは本当に涙が出る程つらいものです。畳が冷たくて、氷

の上より冷たいのです。畳が硬いから投げられると物凄く痛いのです。こういうことで

二度と柔道をやりたくないと思うのですけれども、夏になるとまたやりたくなる。たく

さん汗をかいて、その爽快さというのは、中学生でも良いんじゃないかなと思うんです

ね。その先生が言われていましたけれども、女生徒も座って用意ドンで押さえ込みをや

るというんです。それだけ体を動かしてやるというんですね。そして相手の状況も、ち

ゃんと心得てやるようになるんだというお話です。そういうふうに見て行きますと、今

言われたように色々と学校で取り組まれて女生徒も入って、これからは必修化されると

人数が膨れ上がる訳です。事故も私は今までの事故とは違って、数もどんと増えると分

母が増える訳ですから、事故数は増えるだろうというふうに思うのですが、柔道の死亡

事故、それから重度の障害、頭を打ったとか色々あります。骨折したとか良くあります

鎖骨を折ります、足首をやります。色んな事が起きるのですが、そういう柔道の死亡事

故、重度の障害、これは全国でどのくらい発表され、公表されている数字はどのくらい

ありますか。これは私１９８３年から２０１０年までの２８年間の調べで、どのぐらい

あるか聞いているのですが、その点はどうでしょうか。北海道ではどのくらいの数字が

出ておりますか。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） 公表されている全国の中学校と高校での柔道による死亡事

故、重度障害件数、１９８３年から２０１０年までの２８年間はどのようになっている

か、また北海道がどうかという質問にお答えいたします。 

名古屋大学の内田良准教授が主宰する学校リスク研究所が発表した１９８３年から

２０１０年の２８年間における柔道の死亡事故と重度障害事故の件数は死亡事故が１
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１４件、障害事故が２７５件であります。 

また、北海道においては２００６年から２０１０年までの５年間のデータであります

が、柔道での事故は１２件、うち死亡事故はありません。障害事故が１件、高等学校の

部活中の事故でありました。その他１１件は骨折、捻挫、打撲等の怪我という状況であ

ります。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） 今言われた数字、新聞でも発表されている数字でありますけれ

ども、それでは加速損傷という危険度というのは、加速損傷というのはどういう事を言

うのかお解かりでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） 加速損傷について、どういうものかという質問にお答えし

ます。 

ただ今の死亡事故や重度障害の事故は殆どが後頭部を強打することにより脳出血、脳

挫傷等が原因となっておりますが、頭を強打しなくても、頭が激しく揺さぶられる事に

より架橋静脈が切れるという状況になる。これにより急性硬膜下血腫というような事で、

重大事故が起こる可能性があると。この架橋静脈が切れる事を加速損傷といいます。以

上です。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） 加速損傷というのは、どういう状態の時に起きると思いますか。

受身の時に起きると思いますか。投げられた時に起きると思いますか。あるいは凄く疲

れた時に起きると思いますか。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） ただ今のご質問にお答えします。これは投技に限らず、受

身の練習等でも発生するものだと認識しております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） 脳を包んでいる硬膜、そこの下で起きる現象だと思う訳です。

それから、突出して高い事故率が柔道だと言う事で、これはあるデータですが、柔道は

１０万人当たりの発生確率というのは２．３７６人になると。それからバスケットボー

ルは、０．３７１人だと。バスケットボールも１２人ぐらい事故死があるのですが、柔

道も１２人、同じ１２人でも分母の部分が違うだろうし、１０万人当たりの部分が、こ
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れだけ違うんです。非常に大きな事故に繋がって行くし、分母の部分が多くなって必修

化されると力の弱い女生徒も、この中に入っていく訳ですし、初心者もあるいは未熟な

人たちも、この中に入ってくる。そうしますと、事故は膨大に膨らむ恐れがあるという

論文も出されている訳です。これが色んな所で問題になっているんだと思います。 

私は先生のお話も聞いたし、いろんな人の文献も読んだりして、これだけ柔道という

のは危険性があるんだという、教育効果というのは凄くあると、しかし、それはこれか

ら取り入れていく上で、十分注意してやらないと大変な事態に陥るということですね。

私は硬式野球やっている野球の方が多いかと思ったのですが違いますね。こういう状態

が起きているという事に驚きました。 

しかし、残念ながら、そういう事故の件数を掴むのもなかなか大変です。報告がされ

てない部分がたくさんあります。それで、ある論文では柔道中の死亡事故について年平

均４件あると、２７年間１０８件中、年間で４件起きているということですが、男子で

１０３件、それから女子で５人という、これはまだ必修化されていない時の数字ですね。 

それで学年別に見ていくと、中学校１年生１９人、中学２年生１４人、中学３年生３

人、こういうふうに段階を踏んで、学年が進むにつれて事故率が下がっている。高校の

数字があります。高校では１年生４６人、２年生２０人、３年生６人、こういうふうに

年数が行くにしたがって下がっていくという傾向があるという事です。体育と部活の死

亡事故の比較が出ています。これは１つのデータです。体育と部活の死亡事故は、体育

では１４人、部活では９４人という事で、この逆の最近のデータによりますと、体育の

授業で２．４人、それから部活で１人という部活より体育の方が多いという最近の数字

です。これは東海・北陸７県の中学校の２０１０年の事故です。これは柔道人口が増え

てくると、やっぱり初心者の事故が多いという、部活では一定に訓練された人がやるわ

けですから、受け身もある程度心得てやっているという事ですが、そうでない状況が今

起きていると言うことです。柔道の固有の動作による死亡事故ですね。今さっき言われ

たように投技だとか、固め技でも絞め技という首を絞めて何秒もしないうちに意識がな

くなります。何回も落ちた経験がありますけれども、落ちる状況というのは気持ちが良

いのですが、落ちた後、覚める時は気持ちが悪いです。こういう事があるのですが、柔

道固有の動作による投技、絞め技による事故が７８人７２％ぐらいになる。 

それから、その他、スポーツだと心不全だとか熱中症だとか色々ありますね。これは

２１．３％このくらいの違いが出てきているんです。こういうふうに見ていくと、柔道
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による事故あるいは障害、非常に大きいものがあると思われます。それで日本の場合、

柔道の指導者あるいは先生の中で、経験のある人とかが講習を積んで、資格みたいなも

のを持って指導にあたるということが行われると思うのですが、フランスと比べた場合

には、日本より３倍の柔道人口があるそうです。指導者は国家試験を受けて、年間２８

０時間くらいの講習時間を受けて国家資格が与えられます。フランスの場合は、殆ど事

故がないというふうに言われて、この間のＮＨＫの報道でもそれは放映されていました。  

そういう面で見れば、日本の場合、非常に寒い感じがする訳ですが、全日本柔道連盟

が２０１３年度から導入する、公認の指導者資格制度の学校教員に対する現場の日常を

考慮した、条件つきで資格を認める例外措置を作っているというふうに言われているの

ですが、これはどういう内容か御存じでしょうか。それから、これが指導者育成に役立

つと思っておりますか。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） 全日本柔道連盟が２０１３年から導入する、公認指導者資

格制度の学校教員に対する現場の状況を考慮した、条件つき資格を認める例外措置の内

容、また指導者育成に役立つのかという質問にお答えいたします。全日本柔道連盟が２

０１３年度、平成ですと２５年度から導入する公認指導者資格制度は、柔道指導者の指

導力の向上と、社会的信用を高め地位を保障するなどの資格の厳格化を図るもので、全

国レベルの指導者としての専門的指導力を有し５段以上とする A 区分、それから地区

を代表するレベルの専門的指導力を有し４段以上の B 区分、そして都道府県大会、監

督を務めることができ基礎的指導力を有する３段以上の C 区分、この３つの区分があ

り、ご質問の例外措置は、学校の課外活動、部活動の顧問等において柔道経験がない、

または浅いながらも顧問を引き受けなくてはならない状況や、大会に生徒を出場させる

為に監督としての資格が必要になる等の現場の状況を考慮し、条件つきで資格を認める

というものであります。 

したがって、柔道部の顧問に限定した特例措置であります。この資格制度と中学校体

育での指導者育成とは関連がないということを全柔連と確認しております。以上でござ

います。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） 今、関連がないと言われましたね。実際に現場で必修化された

時に指導にあたる、そういう先生たちはどういう資格を持っておられるのですか。 
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○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） 体育科の教員が責任を持って指導する訳でありますが、体

育科教員免許を取得しています。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） その体育科の教員免許を取得している人は柔道の経験者ですか。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） 柔道の基本的な技能や基本的な動作を取得した、武道の単

位を取得した体育科教員であります。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） ここがフランスと大きく違うと思うんですね。要するに、それ

では柔道が日本で創設されて、戦前からずっと柔道を行っております。敗戦後ＧＨＱが

柔道を廃止いたしました。学校で取り入れる事は駄目だと、それからしばらくして復活

しました。そして必修化の問題は、つい最近２００８年ですか、これが指導要綱に中に

取り入れられて試行されたと、そして今回の２４年の４月１日から、必修化されたと選

択的だったけれども、必修化になったという流れです。そして２００８年から文科省で

予算を色々つけて、いろんな準備をしてきたという経緯ですね。 

ところが、よく見てみると指導する部分が、非常に危ない要素を持っているのに、あ

まり経験のない未経験の部分が多分にある、そういう指導強化が当たらざるを得ないと。

特に町場であれば町道場とか、一定の資格を持った人も取り入れてやれる訳ですが、田

舎では中々そういう訳には行かない。そういう面で、条件付き特例というのは、関係な

いということを言われましたけれども、そういう事に連なって、ある一定の資格を持た

ないと出来ないから、そういう特例を設けてやるんだということが言われている訳です

ね。そうではないのですか。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） ただいまも申し上げましたように、全柔連が導入する公認

指導者資格制度の特例措置は、柔道部の監督の資格を３段以上が無くても特別に生徒を

大会に出場させなければいけない、そういう状況からＣ区分の資格を与えるというもの

であり、本町のように柔道部がない学校や、普通の体育の授業の指導には、この公認資

格制度は、全く関係のないものです。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 
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○８番（竹内健児君） 私これをインターネットで調べたのですが、こういう質問があ

るんですね。 

柔道部の顧問をしてくれと頼まれている教員です。しかし、柔道経験はないと、資格

を取るつもりもありません。どうすれば良いのですかというふうに言われた時に、学校

教員に対しては現場の実情を考慮し、条件つきで資格を認める例外措置を準備していま

す。こういうふうに回答されているんです。それは今言った例外措置の部分で、確かに

これは柔道の経験はないけれども、顧問をしてくれということのようですけれども、私

は必修化されるというのは授業の中でやる訳ですよね。顧問であろうとなかろうと、そ

ういう指導する先生は、きちんと講習を一定に受けて、そしてやる訳でしょう。講習会

も年間に何回か開かれる訳でしょ。それはどうですか。どのぐらいの時間帯が講習会の

中に組み込まれているのですか。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） 全柔連の指導者制度は繰り返しますが、柔道部の顧問が資

格を持っていなければ、大会に生徒を参加させることが出来ないということの対応から、

特例措置をとるもので、これは柔道部の顧問でなければ、特例措置を受けることは出来

ない訳です。普通の中学校の体育講師の講習についてですけれども、これは道教委が今

年度も、全体育教師を対象に２月に実施しておりますし、２４年度においても、全教師

を対象に実技講習会を行う予定であります。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） 講習会も本当に短い、多分それでは受身も出来ないと思います。

そういう人たちが指導に当たらなければないないと、授業として、ここに大きな問題が

あるということを内田先生だとか、色んな人たちが指摘をしているんです。 

だから、もうちょっと条件整備をするべきではないかと。その上で今後、授業として

取り入れると言うことであっても、遅くはないのではないかという考え方ですね。これ

は非常に大切な事だと私は思うのです。 

というのは、実際に柔道をやっていますと受身が出来なかったら、これは何もならな

い。受身をするのでも相当時間が掛かるのですが、今回有段者の先生の話を聞いたら、

授業でも取り入れてやる方法もあるんだと。しかし、それは一定の目が届かないと事故

に繋がるという事になるんですね。例えば授業を取り入れる場合に、生徒数にもよるで

しょうけれども、指導者の教員というのは１人ですか、複数ですか。 
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○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） 体育を担当する教員は、体育科教師１名が責任を持って指

導する訳でありますが、これらの状況から、例えば管理職が指導の状況を巡視し監督し

たり、あるいは他の教師が、万が一の為にすぐ対応できるように、その場に立ち会う等

出来る限り複数で指導するように対応しているところであります。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番（竹内健児君） そうしますと、一般の授業等の兼ね合いで、それだけ豊富な人

材を配置できるかどうかという問題がありますけども、その辺りは問題ありませんか。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） 浜中町の中学校は、学年１クラスで３学級あり教員は８名

おりますので、その辺は可能であります。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） 中学校は５校あるのですが、姉別南が浜中中学校に出向いて行

かなければならないという事もある訳ですし、大きい学校だと２人教員も付けるという

事も可能です。でも小さい所では１人で良いというお考えですか。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） ご質問にお答えいたします。小さい学校というのは、具体

的に姉別南中学校だと思いますが、姉別南中学は、今おっしゃられましたように、浜中

中学校との合同授業を行うのですけれども、主な指導は浜中中学校の体育教師が指導し

ます。その場に姉別南中学校の体育担当教師が同じように畳に上がり、姉別南中学校の

生徒の学習状況や、安全確認を適切に行うというような状況で行われると思います。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） 実際に柔道を学校の授業の中に取り入れるということで言えば、 

全く経験のない未経験な生徒を相手にすると言うことになる訳ですね。この間、先生か

ら聞いた話ですが、組み合わせをして工夫を凝らしてやるんだと。例えば、寝技と受け

身と、それから立ち技、これは投げる技ではなく、投げる前の段階、私達は打ち込みと

言っているのですが、投げる前の形をつくるのです。その相手に入り込んで、一本背負

いは、やらないけれども背負い投げだとか色んな事をやる訳ですが、３回か５回打ち込

みをやって５回目に投げて、その時に投げる方の側というのは必ず袖を引っ張ってやる

という事まで配慮するのです。受身をしやすいように、怪我のない様にそういう事をき
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ちんと頭に入れながら柔道を教えて行くと。これは経験者でないと中々出来ない話だと

私は思うのですけれども、その先生は、そういう形の組み合わせで怪我のないようなや

り方も考案しながらやっていかないとならないのです。 

しかし、寝技ばかりやると嫌だし、受身ばかりやると面白くないという事で、そうい

うのを組み合わせて面白く楽しく、本当に目が輝くようなやり方を取り入れなければい

けないと、苦労はあるんだというお話です。私は、さっきフランスでは２８０時間と言

いましたけれども、３８０時間の間違いでした。それだけの時間を掛けてちゃんと指導

者を作って、それがフランスの柔道の厚みを作っている。それが、あそこの国のやり方

だと思うのです。そういう点で、まだ日本の場合、非常に私はお寒い感じだなと、内田

先生も、その事を憂いておられる。殆ど事故の報告がないものだから、共済事故でお金

が払われる数を調査して、そしてこれだけの危険度があるんだよという事を論文の中で

書かれて、今から日本で柔道をやる場合に、そういう事故があるんだということを念頭

に置きながら、学校の指導教員とか柔道の指導者は、これに当たらなければならないの

ではないかと。もうちょっと条件を整備してからでも遅くないのではないかと、膨大に

増える柔道人口、女性も含めて、今競技での女性の柔道は素晴らしいでね。本当に運動

神経もいいし粘りもある、しかし残念ながらまだ腕力の面では中学校というのは、劣っ

ている訳です。そういう面で私は十分な整備をして、取り入れる必要があるのではない

かと思うのですが、その点はどうお考えですか。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） ただ今の質問にお答えいたします。スポーツには危険要因

が内在しており、どのスポーツにも程度の差こそあれ、常に危険と隣合わせているもの

です。 

よって、それぞれの特性から危険行為や事故例から安全対策をとって、それに配慮し

ながらスポーツを楽しんでいく、そう言う前提を認識した上で、柔道を指導する教員は、

柔道の運動特性と内在する危険性を十分理解の上、事故防止に万全を期すことが求めら

れます。 

まず、危険要因としては、柔道そのものの危険要因があります。例えば技の種類です

とか、対戦する事によって危険が生じたりします。また環境の要因もあります。畳の問

題、柔道着、身形、あるいは生徒の容認もあります。体力的な部分、技能的な部分、そ

れらを指導者が十分把握した上で、それぞれの危険要因を予見し指導により回避する、
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あるいは、あらかじめ取り除いて危険な状況を起こさないというような事を十分に行っ

て指導計画を作成し、指導して行く訳であります。柔道の必修化により、それらの施設

設備についても整備して参りましたし、指導計画の整備あるいは指導者研修についても

一応の回数、経験をしているところで安全対策を十分に整えて、絶対に重大事故は基よ

り、怪我の発生があってはならないという認識、覚悟を持って各学校の体育教師、ある

いは校長が責任を負う覚悟で実施するというような状況であります。それらのことを十

分に配慮して、実施しているという事を御理解いただきますようお願い申し上げます。

以上です。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） ある新聞で書かれているのですが、文科省の会見ですけれども、

こういうふうに言っています。奥村という副文科省の方ですが、もうこれ以上見送りが

できないと予定どおりの実施を明言した。そして子供たちの命を預かっている覚悟はあ

るのだろうかという疑問を投げかけているんですね。 

それはどういう事かというと、昨年の８月に、この事故防止の安全対策有識者会議を

設置し、そして今年度中に柔道の安全指針をまとめる予定だと。それから現場に周知徹

底をする時間が圧倒的に足りないという実態です。こういう状況で最近の道新にも何回

か出ていますけれども、見送るべきでないかという主張もある訳ですね。そういう点は、

私は大いに参考にすべきだと思うのです。事故が起こってからでは遅いんです。命に関

わる事ですから、当然そういう安全対策をもって、これなら大丈夫だという事で始めて

いただきたいと思いますけれども、大丈夫だというふうにお考えでしょうか。この問題

について最後の質問にしたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 指導室長。 

○指導室長（梅津和広君） ただいまの御質問にお答えいたします。今回の議員の質問

は大変貴重な内容であると認識しております。現場においても、それらの安全配慮は十

分しているつもりでありますが、それらの認識を緩めることなく、一層の配慮をした指

導を行うことが求められているということを、再認識していく必要があると認識してお

ります。 

ただ今、これまでの話でありましたけれども、平成２０年に公布され２１・２２・２

３年と準備を進め本町においては、２３年度から４校で先行実施をしております。それ

らの準備を３年間かけてやってきた訳でありますけども、体育の柔道指導においては、
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安全で楽しい柔道の授業の実現の為に、これからも十分な配慮をしていく方向でありま

す。それらの配慮事項というのは、指導の手引等にたくさん書いている訳であります。

現場の教員等は、それらを全て読み認識した上で、指導している訳でもありますけれど

も、浜中町教育委員会としましても、それらをまた改めて確認事項を明確な文章として

表し示して行きたいと思います。 

例えば、開始前の生徒の体調確認を十分に行い、頭痛や１週間前までに頭を打ってい

る場合には、授業に参加させない頭部打撲のリスクのある技、具体的には片足で不安定

になる足技、それから体重が全て投げるものにかかる投技、そういったものは基礎的な

ものを十分に行ってから、それらの技に進む事、もし頭を打つ等した場合、頭痛、吐き

気、めまい、物忘れ等、そういう状況がないか、しばらく休ませ例え数秒であっても意

識を失った場合、あるいは少しでも異常があれば、即救急車で運び医師の診断を受ける

事、それらの指導内容や安全への配慮を保護者に授業前に十分周知する事、それが先ほ

ど申しましたように、複数での指導体制、そういうことを確実に行うように明確な文章

を各学校に通知して行きたいというふうに考えています。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） この質問も最後にしますけれども、山下さんが、こういうふう

に言っているんです。スポーツ本来の役割というのは、他の人と協力して相手の立場を

考えて、いかに１日をはつらつと爽快に生きていくか。いかに他人を思いやって力を合

わせて生きていくか。仲間と一緒に気持ち良く身体を動かして、共に心を合わせて笑っ

たりして、自分の身体と心を解きほぐしていくか、子供たちが元気に生き生きと目を輝

かせて、明るい笑顔で夢を持って生きて行けるものにしたいと言っているんですね。 

これは非常に大切な内容だなと、山下さんの笑顔というのは、それを表しているんじ

ゃないかなと私は思うのですが、そういう点で、今言われた色んな配慮をしながら事故

が起きないように、絶対起こしてはいけないと思いますので、この事をお願いしたいと

思います。 

次に移りたいと思います。高齢者世帯の安否の問題ですが、高齢者の世帯が年々増加

の傾向にあります。６５歳以上の高齢者が２５％を超えるような状態だというふうに思

いますけれども、災害時、平常時を問わず安否の確認は極めて重要な課題になってきて

いると思います。その点について、以下質問をいたします。 

本町の高齢者世帯はどのくらいで、その内、見守り対象世帯はどのくらいですか。お
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答え願いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（杉澤正喜君） 高齢者が居る世帯というふうに捉えさせていただきま

して、世帯数については１，３１５世帯、世帯構成比率ですと全体で５３％程になりま

す。 

見守りの世帯ですが見守りについては、認知症や虐待ですとか、そういった高齢者１

人１人の見守りをする形になりますので、この高齢者世帯数１，３１５世帯全てが見守

り対象の世帯という事になります。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） 相当な数ですが、浜中町の高齢者見守りネットワーク事業実施

要綱、この中では高齢者の孤立防止の為、在宅高齢者の見守りを実施し、住み慣れた地

域で安心して生活を確保することを目的とするとありますが、実際にどのように動かれ

ていますか。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（杉澤正喜君） この高齢者見守りネットワーク事業につきましては、

昨年の７月から事業を開始しております。第１回目の６月３０日に各関係団体この要綱

にあります、自治会連合会と各自治会、それと民生児童委員協議会、老人クラブ連合会、

女性協議会、警察、消防署、郵便局、商工会、社会福祉協議会、浜中診療所、介護サー

ビス事業所と、役場の関係する課、全てにお集まり頂きまして、このネットワークを発

足しております。 

それぞれの高齢者をこういった機関全体で、直接または間接的に見守りをして福祉保

健課の中に、地域包括支援センターがあります。この地域包括支援センターに例えば長

期不在な様なので、ちょっと心配があるだとか、認知性で徘徊しているので見守りが必

要だとか、そういう情報をいただきながら地域包括支援センターにおいて状況確認をし

て、必要があれば該当者の近隣の関係団体に、更に見守りをお願いしながら対応に当た

っているところでございます。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） 認知症だとか障害のある方、それは特別な体制を組んで、やら

れていると思いますが、要するに健常者であっても、1 人暮らしで２日も安否が分から

ないという場合も出てくる訳ですよね。急に具合が悪くなって通報できないというよう
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な事も起きている、最近そういう事例が起きて話題になったんです。 

私も、これは根室だったのですけれども、熱射病に掛かった人を見つけたことがあり

ます。高齢者の２人世帯であれば、どっちかがしっかりしていれば何とか出来るでしょ

うけれども、中々それも例えば、さっき言った片方が認知症で片方が凄く高齢者だった

ら、通報のやり方、これがうまく行かないと。ある人に聞いたら、屋外から今異常が起

きているんだという事が分かるように、回転灯みたいなのが点くような装置はないんだ

ろうかと。通報装置はあるんですね。ボタンを押せば通報できるという装置はあるので

すが、これは風呂に入った時だとか、外に出て行った時は、持って行くのを忘れたとか

あるのですけれども、腕に付けて、いつでもそこから離さないようにして、何かあった

時に押せば通報できると、あるいは外に知らせる事が出来ればなというような事を言っ

ている、お年よりの人も居る訳です。 

１つはどういう事が起きているかというと、冬の場合ストーブを焚く訳ですよ。日中

は暑いものだからストーブを消す、そして具合が悪くなってストーブが消えたまま夜を

迎え、動けなくなって通知出来ない。発見された時は２日も経ってというような場合も

起きて来ている、凍傷にかかっているという実態の話しです。そういう話が今、お年寄

りの中で起きているんですね。学校が統廃合になって、その中でどうすれば良いんだろ

うと、学校の跡地を冬場だけでも良いから、お年寄りが集まって何とか出来ないのかな

と、それも３日もすれば飽きるなという話も出るくらいで、だけど実際に、これは笑い

話で終わらないんじゃないかなという事が言えると思うのです。そういう点でコミュニ

ティーの形成が中々難しくなってきているというのが実態だと。 

特に農村部であれば、隣が遠いという事もあり、鍵が掛かっていると中に入れない、

実態は分からない、カーテンが掛かっているという場合もあるんですね。そういう場合

の何らかの方法を取る必要があるのでないかと思うのですが、その辺りは、どういうふ

うに考えておりますか。この見守りネットワークを見ますと、構成員はたくさん居るん

ですね。だけどお話を聞いていたら、民生委員の方は家に来た事がない、というのが結

構あるんです。そういう点で私は、どういう見守りがされているのかとお聞きしたので

すけれども、これは十分にこういう形で機能しているんだという事になりますか。どう

でしょう。改善するとしたら、どこを改善したら良いと思いますか。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（杉澤正喜君） まず、この見守りネットワークの実績からお話をさせ
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ていただきます。通報は去年の７月から現在までで全体で２３件あります。その中では

民生委員さんが１１件、水道の検針の方から３件、役場の職員から３件、後、警察、保

健所、自治会、高齢者事業団、議員さんからも１件ありまして、人権擁護委員会委員さ

んからも、各それぞれ１件ずつで２３件の通報がありました。 

世帯累計としては、1 人暮らし世帯が１２件で、高齢者夫婦世帯が４件、高齢者と同

居している世帯で７件という形で２３件ありました。中身については、認知症、住環境

の衛生に関するものや、安否の確認、それからお風呂の相談、暴力の相談等重複する部

分もありますけれども、内容としては２４件の内容となっております。 

今ご指摘がありましたとおり、実際に緊急通報装置という装置があって、ひとり暮ら

しの方でボタンを押せば、消防の方に直ぐ通報が行って救急車が駆けつけるという方法

がある訳ですけども、そういう事で高齢者の安全を図るべく進めている処でありますけ

れども、確かに高齢者自身が周辺の隣近所の関係を嫌う方とか、プライバシーを重視す

る方という事で入りきれない所や、各関係機関で十分見守りが出来ないところは確かに

あるだろうなというふうには思いますが、それぞれの関係機関の出来る範囲で、このネ

ットワークにご協力をいただきながら、外側からですとか直接または間接的に見守りを

させていただいているという状況であります。 

確かに改善すべき点はたくさんあるでしょうが、今実際こういう形でやらせていただ

いて、これから色々な方法を関係機関とも相談しながら、更に良いものにしなければな

らないと考えてはおります。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） 昨日の夕方テレビで避難訓練をやっているところが出たんです。

その人達は、誰が何処に行ってお年寄りや、あるいは車いすの人たちを災害があった場

合に、付き添って行くかという訓練をしている映像が出ていたのですが、平時からそう

いう状態を作って行かないと、有事の時は機能しないという事になるんですね。 

これは８３歳の高齢者の方ですが、いつの間にか孤立死をしていたらどうしようと、

それが心配だと。それでも近所の方との交流があるから、電気が早く消えると、声を掛

けに来てくれる方が居て助かると言っているのですね。遠くの身内より近くの他人です

ね。これがやっぱり災害を防ぐ孤立死を防ぐ、そういう事が言えると。これは日常から

やっていないとそれは出来ない。 

今回の場合は、たまたま動物を飼っていたから、それをお手伝いしている人が見つけ
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て、通報したという事ですが２日も掛かっている、そういう点でも私は、農家の隣の人

が外から見られたら助かるんだよなと。何か異常があったなと、いちいち電話を掛ける

というのも大変だという事も言われているのですね。 

だから、そういう点で赤色灯でも回転灯でも付けて異常があった場合、外から見られ

るような状況も１つの方法だなと思いますけれども、提言にしておきたいのですが、そ

の辺りも念頭に入れて今後の対策を是非、練っていただきたいし日常の見回りをもうち

ょっと機能的にやっていただきたいなと。やっていただきたいと言う言い方は、非常に

おこがましいのですが、やっていけるような、そういう周りの人たちの力を借りて、や

る必要があるのではないかと思いますので、宜しくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（杉澤正喜君） 赤色回転等のお話をいただきましたけれども、実はそ

ういった事を、外部の方に知らせる事が、この家の中には高齢者が居るよとか、高齢者

が住んでいるという事を外に知らせるということで、色んな物販だとか良くない事に繋

がる事が多くて、命のバトンのステッカーも玄関の内側に貼って、なるべく外に高齢者

が居るという状況を知らせない中で進めようとしています。赤色回転等ではなく違った

形で出来れば良いのですけれども、中々良い案が浮かばなくて、玄関の中で処理をしよ

うとしている訳ですけども、そういった意味も含めて包括支援センターを中心に、課の

中で色々と協議しながら、出来る限り良い方法を見出していきたいと思いますし、各関

係機関にも更に呼び掛けを強化して、お願いをして直接的に間接的な見守りを進めてい

きたいなと考えておりますので、御理解をお願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） 竹内議員。 

○８番(竹内健児君） プライバシーの問題はあるといつも言われるんですね。都会で

もそうだと言うことですが、お年寄りが 1 人だというのは分かっているんですよ。周り

の人たちや近所の人達は。 

だから、異常があった時に知らせる手立てを報じて行くという事です。誰も独り者だ

からという事で、公表する必要も何もない訳です。それだけよく周知されているんです。

ただ事故があった時、あるいは何かの異常があった時に外に知らせる、その事が出来る

方法を是非考えていただきたいなという事を申し立て質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（波岡玄智君） この際暫時休憩いたします。 
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(休憩 午後 ２時５８分） 

（再開 午後 ３時３０分） 

○議長（波岡玄智君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続行いたします。 

５番成田議員。 

○５番（成田良雄君） それでは通告に従い一般質問をいたします。 

被災者支援システムの導入についてでございます。災害に強いまちづくりに向けた、

本町の防災施策についてご質問をいたします。東日本大震災発生から１年が経とうとし

ています。尊い命を失われた被災者の方々に改めて哀悼の意を表しますとともに、御遺

族並びに被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げます。災害による甚大な被害を目

の当たりにして、今改めて防災施策の重要性を強く感じているところでございます。 

それでは被災者支援システム導入についてお尋ねをさせていただきます。１９９５年

の阪神・淡路大震災の際に、兵庫県西宮市で開発され災害時の迅速な行政サービスの提

供に威力を発揮された被災者支援システムが、東日本大震災後、被災地を初め多くの自

治体で導入の申請が進んでおります。同システムは、災害発生時に自治体が行う復旧業

務や被災者に必要な支援をスムーズに実施することを目的としております。 

住民基本台帳をもとに、被災者支援に必要な情報を一元管理する被災者台帳を作成、

災害発生後に全壊や大規模半壊など、被災状況さえ入力すれば罹災証明書の発行や義援

金、支援金の交付、緊急物資や仮設住宅の入退去等の管理がスムーズに行われるように

なります。 

そして全国の自治体で、災害時に円滑な被災者支援ができるよう対応し、無償で提供

２００９年には総務省がシステムのソフトを全国の自治体へ無料配布いたしました。 

しかし、この度の東日本大震災前までに、同システム導入の申請があったのは約２０

２自治体にとどまり、被災した東北地方では、殆ど導入自治体がありませんでした。今

回の震災後、被災者の情報を一元的に管理する被災者台帳の必要性への認識が高まり同

システムの導入の申請をする自治体が増えたそうです。災害発生時、何よりも人命救助

が最優先です。その後はきめ細かい被災者支援が求められます。今回の震災で改めて平

時から災害時に、住民本位の行政サービスが提供される体制づくりを進める必要性があ

ると思います。同システムを平時に導入・運用していく事が極めて有益だと考えますが、

見解を伺いたいと思います。 



 55

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（上田幸作君） 被災者支援システムの導入・運用の見解についてお答えを

いたします。御質問の被災者支援システムにつきましては、議員お話しのとおり、平成

２１年にＣＤ－ロムで総務省より無償配布され、浜中町にも当然届いております。 

現在は、財団法人地方自治情報センターのホームページに登録してありまして、無償

でダウンロード出来るようになっております。平成２１年にＣＤ－ロムで配付された時

点では、バージョン２のものでございまして、現在はバージョン５という形になってお

ります。 

それで平成２１年の無償配布の際、本町で導入していなかったのは、それと質問の中

にもありました、約２２０の自治体くらいしか被災前は導入していなかったという理由

ですけれども、実はこのＣＤ－ロムで配付された時点の、このシステムが動く為の基本

ソフト、オーエスオペレーションシステムという言い方をしていますけれども、一般的

に普及しているのが、いわゆるウインドウズで私達もウインドウズでパソコン、それか

ら庁舎内のランを使っておりますけれども、ウインドウズを一般的に使っているのです

が、被災者支援システムにつきましては、実は同じオーエスオペレーションシステムの

中でも、リナックスという名前の基本ソフト、オーエスを利用する事になっておりまし

た。貰ったＣＤ－ロムを、そのウインドウズで使っても基本ソフトが違いますので、動

かないというような現実になります。リナックスという、もう１つのオーエスにつきま

しては、実はこれも無償で公表されているもので入れる気になれば、インターネットか

らダウンロードして自分のパソコンに入れる事もできますが、御承知のとおり役場の場

合、全てランで経由しておりまして、そのリナックスという基本オーエスは、安全性は

保たれているのですけれども、町の方針として無料のフリーソフトと言われるものは、

導入しない事にしておりましたので、被災者支援システムは稼働させておりませんでし

た。 

それで今現在ですけれども、先程言いました財団法人地方自治情報センターのホーム

ページにバージョン５という事で、やはりこれも無償でダウンロードして使えて、リナ

ックスという基本ソフトを使う事になりますけれども、今、浜中町役場はインターネッ

トデーターセンター札幌の方に情報を基本的なサーバーと言うのですけれども、平成２

１年度札幌の方に、基本ソフト、それからデータも全部含めて、札幌の方に保管して、

それをインターネットで経由して、私たちの手元のパソコンで操作しているのですけれ
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ども、その中にリナックスという基本ソフトを別に組み込めば、自分たちの今の仕事の

中で出来る事になりますので、以前のようにパソコン単体と役場の中でサーバーを置い

ていた状況と、状況が変わっていますので、今は稼働させる事が可能となっております。 

それで、その中身につきまして議員お話の中にありました、災害が起きた後の被災者

の情報ですとか、それに基づく罹災証明の発行等に使えるという事になっておりますの

で、ある程度導入する為には、ソフト自体はインターネットからダウンロードしており

ます。 

それで手元にあります、それを導入する為には多少の専門知識が必要なので、その後

の住民票のデータも既に電子化になっておりますので、それを組み込む事はファイルを

ＣＳＶファイルという専門的なファイルに置き換えなければならないのですけれども、

置き換えて導入することが簡単でございます。ただ、それを毎日毎日更新していくのか

１ヵ月毎に更新していくのかという、いざ災害が起きた後に使うシステムですので、例

えば毎月１回ＣＤ－ロムの中に、町の住民情報をＣＳV ファイルに変換して保管してお

けば、災害が起きた時にそれを即、組み込んでデータ化して、そこから被災者の情報で

すとか色々な罹災証明の関係ですとか、緊急物資システムだとかに、変換することは可

能ですけれども、やはりデータの管理ですとか、導入の時に専門的知識が必要ですので、

ちょっと研究と言いますか、試しに練習するというコーナーもありますので、どのよう

な形になるのか練習したりして、研究・検討させていただきたいと考えておりますので、

御理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○５番（成田良雄君） 今、総務課長から結論的には導入することは直ぐに出来ると。 

ただし、専門知識また研究して試してやっていきたいという結論であったと思います。

いずれにしましても、これは被災後でございますので、今まで６番議員、７番議員が被

災前の体制とか、そういう事を質問されておりました。そういう面は１番大事でござい

ますけれども、また昨日の議決で防災対策調査特別委員会が設置されましたので、そこ

でしっかりと議論をしていきたいなというふうに思います。そういう面で、これは被災

後の体制づくりをスムーズに町民に提供できる為に、是非システムの導入が可能かどう

かという質問でございます。 

そういう意味で、浜中町は今回の東日本大震災で本当に先輩方の要望で防潮堤、また

水門もしっかりと設置し、ぎりぎりの線で防潮堤内は殆ど被害なしと、また防潮堤以外
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は、２０億円近く漁協なり船着場の被害がありましたけれども、そういう面では、浜中

町についてはコンクリートが人の命を守ったとこの様に思われます。それもハード面で

ございます。数十年掛かってようやく、これが十数年前に来ていたら、災害地域、家屋

等の被害が大きかったと思います。そういう意味で、平常時に災害が起きた時でも、ス

ピード感を持って住民に提供できる救済出来る、そういう体制づくりの為に、今回強く

システムを導入してはどうかと質問させていただきました。 

先ほど言いました、被災前は約２２０の自治体でございましたけれども、４月の末時

点で約３４０の自治体が、このシステムの導入をしたそうでございます。そういう意味

で、まず道内で導入している自治体はどのくらいあるのか。その辺もし調べておりまし

たら答弁をお願いしたいなと思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（上田幸作君） 申し訳ございませんが、道内の何処の町村が導入したかと

いう調査はしておりません。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○５番（成田良雄君） 自分も調べておりませんけれども、この導入した自治体、色ん

な問題点なり先ほど課長から言いましたけれども、オーエスの面でも今は、札幌でサー

バー、一括していますので、直ぐ取り入れる事が出来ると言いましたけれども、その点

導入している自治体も参考にして、今後研究して行ってもらいたいなと思います。 

そこで福島県の須賀川市では、被災者支援が怠る事を懸念し、敏速で包括的なサービ

スを提供する為、体制構築が必要と判断し、４月２５日からこのシステムを導入したそ

うでございます。担当者によると、４月２０日から始まった高速道路無料化の際の罹災

証明等、また義援金の支給など素晴らしく効果を発揮したそうでございます。 

また、サポートセンターと密接に連携して、この必要なシステムの改修に敏速に応じ

てもらったという事で、より使い勝手の良い運用が出来るようになってきたとおっしゃ

っております。システムを稼働するまでに若干の時間が掛かったことから、被災者前か

ら導入していれば、被災者支援業務はもっとスムーズに出来たはずだと、このように語

っております。 

ですから、特に担当部署では被災された自治体に、このシステムを取り入れた自治体

に問い合わせなり、また直接生の声を聞いて、この導入に向けて取り組んでいったらど

うかと思いますけれども、その点はいかがでしょうか。 
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○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（上田幸作君） いわゆるネットなんかでは、導入町村は公表されておりま

せんけれども、ここの財団法人自治情報センターなり、西宮のサポートセンターに確認

すれば教えていただけると思いますので、調査し確認していきたいというふうに考えて

おります。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○５番（成田良雄君） 積極的な答弁でございました。そういう意味で、このシステム

導入に向けてしっかり早急に取り組んで、いつどんな事があるのか分かりません。備え

あれば憂いなしと、このような言葉がありますけれども、万が一の時に事前に準備をし

ておけば心配がないという事でございます。そこで費用ですが、みなさんこのシステム

はお金が掛かるよと思うかも知れませんけれども、厳しい財政状況の中、中々情報シス

テム経費まで手が回らないとか、いつ起こるか分からない事にお金も労力も掛けられな

いとか、コンピューターに精通した職員が居ないといった声が導入していない自治体か

らはあるそうでございます。 

しかし、このシステムは西宮市職員が災害の真っ最中に、まさに被災した住民の為に、

必要に応じて開発したもので、高いＩＴ能力のある職員が居なければ出来ない訳ではあ

りません。また職員が立ち上げ運用すればコストも掛かりませんし、仮に民間企業に委

託した場合でも、２０万円から５０万円程度と埼玉県の桶川市２１万円、福島県須賀川

市では４６万円程しか掛からなかったそうでございます。新たな設備として、特に必要

なく既存のパソコンがあれば十分に対応出来るそうでございますので、付け加えてお知

らせをしていきたいと思います。 

そういう意味で、前の防災対策は勿論ですけれども、起きた時には速やかに住民の皆

さんが被災しております。そういう意味では、いち早く立ち上がる為に、そういうシス

テムの準備をして行く事が望ましいかと思います。報道ではスピード感がないと、スピ

ード感を持ってやって行くべきと。ですから、しっかりと行政に取り組んでもらいたい

なと思います。白糠町では避難場所にコンテナを設置して、避難用具の設置等、また厚

岸町でも対策を取っています。先ほどから６番・７番議員からの質問がありましたけれ

ども、本当にいつ起きてもいい、そういう対策を、スピード感を持って取り組んで欲し

いと言っております。 

そういう意味で、町長から今回、浜中のホームページに防災ガイドがありましたけれ
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ども、自分の命は自分で守るというのが基本でございます。ですから、津波警報が出た

ら高台へ避難、または避場所、安全な場所へ避難する事が勿論でございます。その為に、

安全に避難出来る為には、行政がしっかりと取り組んで行かなければならないと思いま

す。そういう意味で町民の命を守っていく責任者として、最後に町長のお考えを聞いて

この件の質問を終わりたいと思います。如何でしょうか。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） ご質問にお答えします。被災者支援システムの導入についての御

質問であります。課長からお答えしましたように、ある程度専門知識が必要だというこ

とと、そのデータの更新作業、そしてまた進め方も含めて、研究・検討したいという回

答をさせてもらいました。そういう方向で私も行きたいと思っておりますけれども、基

本的には、このシステム自体が避難所関連システム、緊急物資管理システム、仮設住宅

管理システム、犠牲者遺族管理システム、倒壊家屋管理システム、もう常に災害が起き

た後の話であります。 

今回、一般質問でも多く出ていますけれども、その前の防災対策が遅れていると言わ

れていまして、まず、これを先にやれと言ってしまったら怒られますけれども、これも

並行してやりますけれども、最初に防災システムをやって、このことも準備・検討をさ

せていただきたいと思っております。これを先にやってしまったら、遺族が先だという

ふうになれませんから、ならない対策をこれからやろうと思っています。後ろに、こう

いうものがあるという事も理解して無償である、これは嫌な事ではありますけれども、

災害が起きたら使えるぞという事だと思いますので、その視点で調査研究、準備させて

もらいたいと思います。何よりも防災が先だと思っています。これはスピード感が無く

ても良いんじゃないかと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○５番（成田良雄君） 災害は何時やって来るのか分かりません。そういう意味で、災

害があった時に、皆さん想定外という言葉を使われるんでございます。あった時に、し

っかりと整備していれば想定外という言葉は出ません。ですから来る前に対策を作りま

す。来てからも町民の命を守って行くという事も大事ではないかと。そういう意味で、

来る前が一番大事でございます。防災対策調査特別委員会がありますので、ここでしっ

かりと来る前の体制を強く、また違う形で質問したいなと思います。 

また、今回６番議員、７番議員も質問しましたので、重複するという事でこういう形
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で質問させて頂きました。１つ質問することを忘れました。浜中町は今、庁舎内には色

んな自治体の情報システムがあります。災害にあっても、このシステムが１００％動く

体制をする為には、やはり高台に保管と言いますか、そういう事が大事でございます。

ですから、白糠町でも、他町村にシステムを共有してもらって、そして何かあった時に

は、そこから流してもらう、西宮も北海道のある町村に、そのシステムをお願いして、

そして町村から色んな情報を流してもらったということであります。そういう意味で我

が町において、この体制も大事かなと思いますので、その点は今現在どのように考えて

いるのか。答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（上田幸作君） 先ほどお話ししました、インターネットデーターセンター

札幌の方に置いていて、それにインターネットを経由して、私たち普段パソコンの中で

業務しております。当然、住民基本台帳、住民票もそちらの方で運用しておりますので、

いざという時には、そちらにデータが残っておりますけれども、実はまだ戸籍の情報に

つきましては、今お話がありました白糠町さんが、近隣町村と協定を結んで持ち合うと

いう報道がありましたけれども、浜中町はまだ戸籍法の関係等ございまして、外部には

預けておりませんので、その点だけが、心配なところでございますけれども、他のデー

タが、普段私たちが仕事をしている紙で保管しているもの以外は、インターネットデー

ターセンターにありますので、例えば、ここが被災してパソコンが駄目になっても、浜

中支所からネットに繋がっている機械があればそこから運用出来るという形になって

おりますので、今心配なのは戸籍の部分だけです。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○５番（成田良雄君） 了解しました。一日も早く解決して欲しいと思います。 

それでは、次の質問に入らせていただきます。スポーツを通じた新たな観光交流の取

組みについてでございます。近年、町おこしコンテンツの一つとして、マラソンなど市

民参加型スポーツイベントや、観戦型スポーツイベントの開催、或いはスポーツ合宿・

キャンプ誘致などを実施することで生まれる、経済波及効果に地域が注目し始めていま

す。電通と早稲田大学による共同調査地方自治体におけるスポーツ施策のイノベーショ

ン調査によれば、多くの自治体がスポーツを通じた地域活性化に高い関心を持ち、従来

の健康や教育といった効果に加え、観光・スポーツ関連産業振興といった経済的な効果

を、スポーツ施策の目的とする自治体が増えつつあり、スポーツによる地域活性化と、
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その経済効果を求める自治体が、今後、更に増加すると予想しております。 

また、国レベルにおいてはスポーツ基本法が２０１１年６月に制定され、観光庁がス

ポーツ観光推進室を設置する等、スポーツを取り巻く新しい動きが活発化しています。

これからの日本の復興に、スポーツと観光の果たす役割は大きく、その両者が融合した

スポーツツーリズムの一層の推進が図れることが期待されております。本町においても、

スポーツを通じて観光価値の創造を図っていく、地域発の積極的な取り組みをすべきと

考えますが、ご見解を伺いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（大澤文明君） それではスポーツを通じた新たな観光交流の取組みと

いうことでのご質問に答えます。観光交流と言うまでの取組みはございませんけれども、

私共もスポーツ合宿による経済効果ということで、若干お話をさせていただきたいと思

います。 

浜中町におけるスポーツ合宿の状況でございます。これまでの経過でございますけれ

ども、平成２２年度のデータがありますけれども、釧路教育大学の剣道部が総合体育館

で１週間程の日程で合宿を行っております。併せて浜中町剣道連盟の剣士達の交流そう

いうことがあります。 

また、少し前の話になりますけれども、平成１２年から３年間、実業団のヤクルト陸

上部が総合グラウンド、それから道路ですね、色々な道道を使っているように聞いてお

りますけれども、ここで強化合宿を張ったという経過があります。そういうことでご質

問の観光経済波及効果ということであれば、民宿をご利用いただきましたし、また各商

店の方から栄養補給飲料等の購入もお聞きしておりますので、そういう面では、経済効

果の多寡は別にして、そういうような形でのスポーツ合宿の取組みをしてきたというこ

とでございます。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○５番（成田良雄君） 只今の答弁でありましたけども、過去のスポーツ合宿が先ほど

答弁されたとおりでございます。皆さんも御承知のとおり、今スポーツを通じて、地域

の活性化また観光に繋がるそういうイベントをして行こうと、各自治体が取り組んでお

ります。そういう意味で我が町にある特色ある霧多布湿原、これは何処にもありません。

世界中何処を探しても、こういうすばらしい湿原はございません。 

また、太平洋を見下ろす霧多布岬また琵琶瀬展望台と、琵琶瀬展望台は霧多布湿原を
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眺め、そして後ろを向けば太平洋の広大な海原が見られます。また、第一次産業におい

ては、この湿原から豊富なミネラルが海に流れ獲れる海産物、また酪農においては、素

晴らしい環境の中で育った牛から良質な牛乳を提供している浜中町、そしてこの牛乳は

東京都民に提供していると、そういう意味で各自治体が取組んで、特に取組んだのはマ

ラソンでございます。本当に多くの各自治体は今、取り組もうとしております。このマ

ラソンというのは、自分も釧路湿原のマラソンではございませんけれども１５キロのウ

ォークに、３年間連続して出場しています。しかし釧路湿原マラソンとウォークで湿原

を歩く訳でございますけれども、ただ草と木が生えている所で住宅街を歩くということ

でございます。これを霧多布湿原マラソンに置き換えると、この６月頃に行うと湿原セ

ンターに向けて琵琶瀬展望台、そして霧多布岬というコースにすると、本当に素晴らし

いイベントが開催出来るのではないかと、加えて参加者が素晴らしいという思いをする

のではないかと。何処の世界でもないそういう地域でございますので、そう思う訳でご

ざいます。 

ですから、今までスポーツ合宿においても合宿した人に聞くなら、本当に素晴らしい

中でスポーツ合宿が出来たと言われていると思います。ですから地方から参加した人が、

このすばらしい景観なりを体験して食物を味わって、そしてこの環境に触れる事で、そ

の人が感動して、その事を多くの人にリピーターとして伝えて行くのではないかと、こ

の様に思う訳でございます。ですから、マルチのように１人から２人、２人から４人と、

このスポーツのイベントをする事によって、また小さな事ですけれども、全国からこの

合宿の申込を受け取り組んでいくべきではないかと。 

また、やる事によって多くの町民や子ども達、また青年が一緒に参加して触れあう事

が出来るんだと。この事によって多くの人材が我が町から輩出する事が出来るのではな

いかと、このように思う訳でございます。そういう意味で自分も他の人もそうですけれ

ども、参加する人は、自分で宿なり弁当なり食物を自分で都合をつけて参加します。経

済効果もあるのです。ですから１人１万円、この地域におとしたならば１，０００人参

加したら１，０００万円が１日でこの町におりる訳でございます。それが今度はリピー

ターとなって、マルチ化になって行くことによって、そういう広がりが増える。このよ

うに今考えます。 

是非、課長が言いましたけれども、それに取組んでその為にはスポーツ施設の充実も

同時に計っていかなければいけないと思いますけれども、今言いました事に対して、ど
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のように思うでしょうか。答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（大澤文明君） 御質問の合宿また各種大会という事で、特に例を申さ

れてマラソンという事でお話をいただきました。私どもも１０月の１０日前後というこ

とで浜中町民マラソン、それから９月には歴史のある駅伝大会と、こういう形で体育協

会の方々、そして教員の協力を得ながら、これは合宿ではありませんけれども、やって

ございます。 

ただ、駅伝なりそれからマラソン、これは当然公道を使うという事が前提です。以前

は駅伝大会も茶内の駅前から国道４４号線、そして別海厚岸線の道道、主要道路を使っ

て駅伝を開催して参りました。ところが、これはスポーツとしては、とても良いことで

すけれども、厚岸警察署の方から、これは毎回道路の使用許可申請を取らせていただい

ております。警察は事故を防ぎたいという、極端な話でありますが、やらなければ事故

がないですから、出来るだけやらないでくださいと、こういう警察の方からの強い要望

が毎年毎年あります。 

そんな中で、町民マラソンを、以前は茶内と霧多布と交互に開催をして参りましたけ

れども、選手の交通安全こういう事を考慮しまして、固定会場という事で、総合グラウ

ンドこれから暮帰別の町道で２キロ・３キロ・６キロという形で開催してきている経過

がございます。 

当然、お話の自然景観をしっかり見ながらやっていくということは、とても大事な事

と思っておりますが、実は、釧路管内のスポーツ合宿をちょっと調べてみました。釧路

市で湿原マラソンもありますけれども、特に合宿で力を入れているのは、これは経済効

果も高めて行こうという、その狙いでやっている競技ではアイスホッケー、それから釧

路ですからスピードスケート、これが道内外の大学が毎年合宿をされております。釧路

町は全日本女子の柔道が８月に来られております。標茶町は陸上で、これも道内、道外

から企業の方たちがおいでになっているようであります。弟子屈町も陸上、ところが標

茶町は別にしましても、経済効果ということで考えていきますと、釧路町の女子柔道は

宿泊がすべて釧路市で、釧路町にこの柔道を誘致して３００万円、５００万円毎年予算

化してやっているというふうに聞いておりますけれども、潤うのは釧路市ですという話

を聞いた事がございます。そんな事で経済波及効果、これを道東一円と考えれば効果が

あるのでしょうけれども、その町、その町で行きますと当然、浜中町もお説の通り宿泊
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施設というのは非常に限られてございます。そんな中でスポーツイベントというのはど

うするかという、これは研究課題かなと思っております。 

それから後段で、スポーツ施設の整備・充実ということで、これもお陰さまで、今年

はスケートリンク１，７００万円掛けて改修もさせていただきました。また、昨年の３

月の津波で霧多布のスポーツ広場、ヘドロを被って、それも整備をして少年野球が良好

に使えるようにという事でやっておりますし、また観光部門では、MO－TOO かぜて、

それからパークゴルフ場もスポーツイベントの１つの駒であるという事で、観光の方で

は、この辺のＰＲにも努めているという事でございますので、色々な課題はございます

けれども、お説のとおりまずは経済効果、そしてこれが観光にも、どのように繋がって

いくかと。これが一つの研究課題となって、御提言として受止めさせていただきたいと

思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○５番（成田良雄君） 今課長から色んな問題があるという事で、研究課題と言いまし

たけれども、やはり一つは色んな課題があるけれども、どんな事にも挑戦というふうに

決めれば問題は解決すると思います。ですから警察が駄目と言おうとも、あっそうです

かでは、いつまで経っても出来ません。時は流れておりますから、人の心も流れており

ます。主催する側の一念で、まず決まると言います。 

もう１つは参加する人は、皆さんも色んな趣味があると思います。その趣味を達成す

る為に、どんな手段でも手を打つと思います。ですから、参加する人は宿泊する場所が

無ければ、車の中でもキャンプ用でも MO-TOO かぜてでキャンプをしてでも、参加す

る訳でございます。自分も湿原マラソンの時は、朝早く行って車の中で休んで出場しま

す。そういう意味では、参加する側を少し考えてあげるだけで参加しますので、この地

に来て触れるという事が、参加者が１番体験したい事でございますので、その点も考え

てお願いしたいなと思います。 

最後になりますけれども、財政課長も僕と一緒に釧路湿原マラソンに出場しています。

途中で頑張りなさいと叫んで応援していますけれども、隣町の中標津で、開陽台マラソ

ンが行われております。この参加者の動向を見ると７割が、町外から来ております。そ

の内の約１割近くが道外から来ているという、釧路マラソンもそうでございます。７割

近くがその市以外から来ている参加者です。ですから、先ほど言いましたようにリピー

ターとなって、将来的に経済効果が生まれる、このように言う訳でございます。税財政
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課長の経済効果、余りないと発表するかも知れませんけれども、自分が参加して、そし

てまた町長もこれに対して、どのように今後取り組んで行くか。その点お願いしたいと

思います。 

○議長（波岡玄智君） 税財政課長。 

○税財政課長（松橋勇君） 質問の内容から私がお答えして良いのかどうか、疑問があ

りますけれども、たまたま縁がありまして、先ほど言った大会に出場しておりますので、

その収支について中標津の担当の者から伺っている話を参考にしながら、それが我が町

の参考になるかどうかを含めてお話をしたいと思います。 

中標津町では、平成２１年に第１回を開催致しまして、平成２２年、第２回目は口蹄

疫の関係で中止になりました。平成２３年、実質２回目ですけれども、ハーフマラソン

では約７００人、それから小学生・中学生を中心としたファミリーマラソンも含めて約

３００人、総勢約１，０００人近い参加者かあったそうでございます。これにおける町

の負担は５０万円の予算、それから中標津町スポーツ振興財団から５０万円、そして財

団法人北海道市町村振興協会の補助金額が２００数十万円あるそうです。それと合わせ

まして参加費、この収入が約２６０万円、そして町内商工事業者からの賛助金といいま

すか、そういうものの数字は教えていただけなかったのですけれども、総額５５０～５

６０万円のお金が、実際にその日の為に使われると、あるいは選手のゼッケンでありま

すとか、サポーターに対する謝礼と言いますか更には飲み物、それが実際に開催する側

が使うお金であります。 

ただ、参加する方も自前の飲料水あるいは食事が終わった後、さっぱりする為にお風

呂に入るとか、あるいはちょっと休憩するとか、遠方から来た方については、先ほど議

員もおっしゃったように、車中泊あるいは近隣の宿泊施設を利用するということで、経

済効果についての数字は出していただけなかったのですけれども、私としては５００数

十万円の更に数十％プラスアルファの経済効果はあると思います。 

最後に、この大会に当たりまして１，０００人という人数は、当初想定外の人数であ

ったと、第１回目から比較すると、実質２回目は数十％増えているという事で、当初は

全体で５００人も来ないだろうと、そういう中で、こういう人数を集客できたと非常に

喜んでおりまして、今後も先ほど言いました、市町村振興協会の補助金が続く限り、ず

っとやっていきたいと言っておりましたので、これを我が町に当てはめますと、やはり

少なくない経済の活性化に繋がるという事は考えております。お答えになったかどうか
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は分かりませんけれども、以上です。 

○議長（波岡玄智君） 副町長。 

○副町長（松本賢君） 今のお話ですが、これは教育委員会の方で回答しておりますが、

１９年の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正の中で、今までスポーツ

文化については、教育委員会という事で、これによって法律の規定は条例の定めるとこ

により、地方公共団体の長が次の各号に掲げる、教育に関する事務の何れか、また全て

を管理し、または執行する事が出来るという事で、スポーツに関する事ですね。 

しかしながら、学校における体育は別ですが、それから文化財に関する事は除いて、

首長側にそれを移行して出来るという事なんですよ。北海道は２４年の４月から移行し

ます。これは何であるかというと、文化スポーツの多面的な価値の広がりと、魅力ある

地域づくり、それらが不可欠という事で、文化・スポーツ行政を知事部局に全部移管し

て、関連行政との総合的な推進が必要だという事です。 

その一環で、経済的にも観光とセットする事によって、経済波及効果もあるだろうと

いう事で、北海道は研究会を立ち上げて、答申して条例を改正して、４月１日ですから

来月から、知事部局に今までのスポーツ・文化が一本化されます。町村はどうかと言い

ますと、まだ町村会の方ではお話が出ておりません。それで必ずやれという法律ではな

いので、道がスポーツ文化を知事部局に移管しますと、通常の教育委員会の事務もまだ、

依然として従来と変わりませんので、他町村も一緒ですけれども、そんな事では道の方

の推移を見ながら、いずれ町村として、その方が好ましいという事になれば、その体制

に機構改革をして、教育委員会から殆どスポーツ、文化ですから、殆どのものが移管さ

れるという事です。観光等の連携も関係ありますので、そういう時期が来ましたら、勿

論教育委員会では、体育関係の団体ですとか、そういったお話、教育者委員さんのお話、

町部局は観光協会を初めとして、各関連団体、産業団体もそうですけれども、移行の必

要性があるとかというのは、時期が来れば判断をして行きたいなと、このように思って

おります。 

先ほどおっしゃったスポーツに関しては、一般的には効果があったと、税財政課長も

申しておりますので、それは間違い無いのかなと思いますけれども、ただ、これはさっ

き生涯学習課長答弁申し上げましたが、これはやっぱり大きい所ですね。釧路はどんど

ん全国大会、全道大会招聘していますが、そういう場合には、やはり宿泊、ホテルなん

かで人が入りますから、経済波及効果がありますが、うちのような規模のところは、う



 67

ちも含めまして、市以外の町村につきましては想定される程、何をやったら良いのかと

問題もありますけれども、さほど経済景気効果は望めないんじゃないかと思いますけれ

ども、それはスポーツと文化と観光も含めまして、それが町の為になるのであれば、そ

れはその時期が来ましたら検討したいと、このように思っておりますので御理解をいた

だきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○５番（成田良雄君） 副町長から答弁ありましたけれども、積極的な答弁では無かっ

たですね。それはやってみなければ分からないです。どういう人が、どれだけの人数が、

先程、税財政課長言いましたけれども５００人程度が１，０００人も来たと、積極的に

取り組んでもらいたいなと、初めから余り効果がないという、そういう思いでは観光に

対しても、青少年を預かるスポーツ振興に対しても、やはりマイナスになるのではない

かと、このように思います。そういう意味で担当の教育長に最後に答弁していただいて

終わりたいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） 副町長。 

○副町長（松本賢君） 消極的だという事ではなくて、この町が発展するのであれば、

こんな事でも糸口を掴んだら、どんどん行きたいと思っております。そんな意味で、今

この話が説明のとおりでございますけれども、そのような状況があるという事で、他町

村も同じような状況に置かれておりますので、他町村とて自分の町の振興の為に可能性

があれば、どんどん行くという事は間違いないと思いますので、今言った機構改革が必

要になってきますので、時期が来たら検討するという事で、内容的にはおっしゃるとお

りです。 

○議長（波岡玄智君） １０番加藤議員。 

○１０番（加藤弘二君） 東北被災地の完全復興を願い、町ぐるみで支援することにつ

いての一般質問を行います。 

去年３月１１日、東日本大震災が起こったのは、議会中の２時４６分の事でした。情

報化時代ですから、テレビを初めラジオ、あらゆるメディアがリアルタイムであの大惨

事を報道しておりました。私としても、精神的な落ち着きを取り戻せたのは１週間ぐら

いしてからでしたが、事故の全容が明らかになってきました。津波による町の崩壊加え

て、原発事故による放射能汚染の脅威に私たち日本国民は打ちのめされました。あの時

私は思いました。被災地は大変な状態だと。全てのものを失ってしまって、どのように
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して復興するのだろうかと思い巡らせました。冷静に考えてみれば、震災の前だって日

本の国の財政は大変なものだったと思います。国と地方合わせての借金は９００兆円に

上り、利息払いだけで元金は増えるばかりのサラ金財政だったように思います。復興財

源など国には１円たりとも準備のない状況であったろうと思います。 

また浜中町の暮らしも酷いものでした、閉塞感でいっぱい、特に若者の仕事がない。

未来に希望が持てないという状況でした。それで大惨事の復興には、どうやったら良い

かと考えた場合に、まず被災地の皆さんが頑張る事、そして国の全面的な支援、全ての

国民の援助、被災地と国と国民が一緒に歩調を合わせない限り、真の復興はないと思い

ます。 

最初の質問になりますけれども、昨年の９月頃の話だったと思います。私が町長室を

尋ねると、当時副町長であった現町長がおられまして、私は被災地への支援を町として

実施してみませんかと訪ねた時、現町長は町長代理で次のように言いました。御承知の

とおり浜中町も被災していますから、まず自分の所を回復させてからで、今のところは、

東北の被災地支援は考えられないとおっしゃられました。町長はそのような話をしたこ

とを覚えておられますか。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 答えたと思っています。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１０番（加藤弘二君） あの時は、まだ５月だったので、どさくさしていたと思いま

す。町長との話の中で、町としては現時点で町村会長が町村会で集まって、全道的にど

うやって被災地を支援するかという事を考えている所ですけれども、具体的にどうやっ

たら良いか分からないという事や、自治労の組合からの関係とも、私受け止めましたけ

れども、浜中町の職員が１名、岩手県の方にサポートに行く予定だということもある。

それから集められた基金を、何処にどうやって送ったら良いのだろうかというような話

もされて、町長は自分の所の復旧、その事でいっぱいと言いながらも、色んな形で被災

地を支援するという、もう一つの部分もきちんと考えられておりまして、特に浜中町で

という答えは、なかったように思います。 

次の質問になりますけれども、まず浜中町の復旧という事では、確かに被災の爪痕は

漁業者そして港にあったと思います。ホッキの桁網漁やウニの完全養殖で被害を受けま

した。現状、港では暮帰別漁船保全施設が今年の６月初旬に竣工予定であること。その
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他の復旧工事にも、目途が立っているのではないかと思うのですが、当時まず浜中町の

復旧からと言っておられましたが、今思えば現時点で１年、浜中町は経つのですけれど

も、復旧の方向に進んでいるというふうに町は認めておられるでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） 水産課長。 

○水産課長（佐藤佳信君） お答えいたします。港湾施設、暮帰別の施設ですが今、ま

さに復旧工事をやってございます。今３月ですけれども、工期は６月という事で、概ね

順調に工事が進んでおります。加えまして、直轄港湾にも影響がありました。議員も見

ていると思うのですけれども浚渫工事、寒くなり港湾の中結氷していますけれども、苦

労しながら浚渫工事順調に進んでおります。 

ですから、そういう面でいくと復旧に向かって進んでいるという認識は、私は持って

おります。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１０番（加藤弘二君） 私はこの質問をする時に、復旧という言葉と復興という言葉

と使い分けて質問したいと思っているのですけれども、復旧というのは元の形に戻ると

いうことで、復興というのは、その戻った時点から更に、発展していくという意味での

復興という言葉の使い分けで質問していきたいなと思いますが、次は、昨年この大震災

があってから間もなく、私たちの町では何よりも、その大層漁業である昆布漁や沖合漁

業であるさけ・ます、秋にかけてのサンマ漁、そしてサケ定置網漁が平年並みに出来た

事が嬉しい事でした。漁業における災害からの復旧とは、漁業者がほぼ平年通り操業出

来る状態になれた事、操業できる状態になった時に、復旧されたんだなというふうに解

釈にしたいのですが、いかがでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） 水産課長。 

○水産課長（佐藤佳信君） お答えいたします。今議員復旧と復興という言葉を使われ

ましたけれども、私答弁では、復旧と復興取り違えて答えるかも知れませんが、お許し

願いたいと思います。復興とは、平年通りの操業が出来る状態かと言えば、その通りだ

と思います。 

ただ、養殖漁業につきましては、資材確保が出来るものの、養殖している水産物が出

荷出来るまで時間を要することから、操業を再開するものの、水揚げについては平年通

りとなっておりませんので、道半ばではないかと認識しております。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 
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○１０番（加藤弘二君） 東北の復旧に比べれば、浜中町の復旧は本当に順調に進めら

れてきたと思います。震災の翌日から漁師たちが動き始めていたというのもあるのです

けれども、順調にスピード感溢れる形で復旧に進んで来られた、その要因というのはど

こにあったと考えていますか。 

○議長（波岡玄智君） 水産課長。 

○水産課長（佐藤佳信君） 要因は、やはり浜中町は一次産業ということでございます。

一次産業の水産業を主な産業としております漁業者の皆様方、被害を受けましたけれど

も、こんな事では負けていられないという事を腹にすえて、復興に向かったと思ってお

ります。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１０番（加藤弘二君） 行政もそれから産業団体も、取り組みが本当に早かったです。

先回りで要望を考えていたと。それが復旧への力になったと私も思います。 

ところで、被災地である三陸沿岸の復旧が目に見えて中々進んで行かない、これは私

たち浜中町から見たら、進んで行かない要因はどこにあると考えられますか。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 私どもの知る限りというのは、新聞報道ですとか、ニュースの映

像しかないのですが、特に感じるのは、やっぱり津波が来て何も無くなって、残ってい

るのは瓦礫の山と、目に見えない原発事故の放射能の影響で、無人になっている町を見

る、これが大きく２つあって動いていないんだろうと思っています。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１０番（加藤弘二君） 私もそのような答えを期待しておりましたが、余りにも被害

が大き過ぎたということや、漁業協同組合、これが建物から資料から全て流されてしま

って、未だに組合員の状況を掌握出来ないという、それが長く続いていたと。 

それから、生活の糧となるあそこに住んでいる人達が、仕事を見つけて収入を得ると

いう職場が、もう無いという事なども進まない要因かなと思いますが、こういう質問は

なかなか直ぐには答えられないものと思い申し訳なく思います。 

次に、国の体制についてですけれども、今の政権が被害地の復興を第一に掲げており

ますけれども、言葉だけで遅々として進んでいないというのが私の実感です。復旧・復

興の１点でということでは、国会と国民が協力して力を集中していたならば、復旧への

前進となる目に見えた復旧も感じられたと思いますし、国会内では与野党が特別体制を
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取って、１日１日が復旧への前進となる取り組みとなったと思います。復旧・復興が第

１というのであれば、そこにのめり込むという事が本当に求められていたのですけれど

も、どうした訳か国会では、こんな時に政治を混乱させるような国論を二分するような

政策を国会に提示してきました。TPP 協定への参加の協議とか、あるいは消費税増税と

か普天間基地問題とか、これで国会の中が非常に混乱して何が主題なのか、忘れたころ

に被災地に首相が飛んで行くと、瓦礫の山、土台しか残ってないそんな状況がずっと続

いています。 

私は、このような国会の状態を見て、復旧や復興は片手間にやっているように見受け

られ、私は国が進まないのは、そのせいじゃないのかと思っているのですが、地方自治

体の町から見た、国の動きついては、いやそうではないよと、やっているよ。というこ

となのか。その辺の考えを聞かせていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（越田正昭君） ただいまの質問でございます。東日本大震災は、東

北を中心とする、多くの生命や財産が奪われ史上最悪の災害でありました。国内の経済

も低迷から脱却できず、会社の倒産や雇用の不安感が更に高まっていると感じておりま

す。 

議員ご指摘のとおり、まさに国難であります。国民は東北の再生復興を第一に願って

いるところです。このような状況の中、国政において先ほどお話をされましたＴＰＰ交

渉等を初めとする、国内外の諸問題も山積している状況で、混迷が続いている事は理解

をしております。 

しかし国の対応としては、国民の声である大震災における東北地方等の復興の道筋を、

しっかり立てて行くことが大事だと思っております。以上であります。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１０番（加藤弘二君） 今のまちづくり課長が最後に述べられたとおり、私もそのよ

うに思います。国がそのような状況の中でありますけれども、この間、民間団体や個人

が自主的に支援を行ってきました。それぞれが自分たちの出来る事で、ミュージシャン

や芸術家たちが文化を届ける、漁場からは船や漁具を届ける、地場産品や防寒服を集め

て被災地に届ける、理美容組合が散髪のボランティアをする、飲食店組合が現地に鍋を

持ち込んで、温かい石狩鍋を届ける、日本全国から励ましの気持ちが届けられました。 

また被災地からも全国の皆さん、世界中の皆さん御支援ありがとうございます。僕た
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ち私たちは元気ですのエールも発信されています。個々に生きる人間同士が、お互いに

出来ることで助け合う、これは素晴らしい事だと思います。このような事が毎日のよう

にメディアで報じられておりますけれども、このような助け合いを見る時に、この大震

災を乗り越えられるというものが感じられると思うのですが、町長はこの点について、

どう感じておりますか。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 多くの国民の声が東北の人達に復旧・復興しようという大きな構

造が活力になっていると思っております。 

ここ浜中町も被災を受けた町でありますけども、義援金や民間等の支援物資の提供、

いろんな形で支援活動が今日まで行われてきています。その中で昨年、その年の世相を

漢字にするという一文字で絆という字が出てきました。まさに、この絆に象徴されるよ

うに、これからも手に手を取って、そして復興を願うそういう取り組みは、これからも

続けて行かなければ津波で無くなった所に、まだ１軒も建てまいがおきていないという

ような、住宅が建てられる、そんな報道が１日も早くされる事を願っていますが、やっ

ぱり日本国全体での絆は、そういう願いではないかと思っています。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１０番（加藤弘二君） このような国民同士の、一人一人の力は小さいけれども、み

んなであれば、大きな力になって行くという事ですね。震災から１年になるのですが、

この間、浜中町では個人や団体で、どのような支援がなされてきたのか。これは、なか

なか知らされてない部分もあるのですが、こんなのがあるという事があれば例えば、私

は浜に住んでいますから、農村の関係では、どんな支援がなされて来たのか。それから

漁民は、どういう支援をやってきたのか。もし良い例があれば、捉えている部分があれ

ば報告してもらいたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（上田幸作君） 酪農家の方のご支援ということで言いますと、酪農振興会

さんが福島と岩手の方に牧草を送付、厚岸の酪農家とも手を組みながら、牧草を送付し

たと聞いております。それから漁業者も入るかと思いますけれども、山田町支援の会に

よりまして漁具ですとか、それから塩マス・食料・昆布ですとか、防寒着などの支援も

２回実施したと記憶しておりますし、今後１０年継続したいというお話を聞いておりま

す。その他あるのですけれども、例えばＮＰＯ法人のナショナルトラストさんが、職員
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の派遣ですとか、それから食器の支援物資の取りまとめ送付などを聞いております。 

また、町の社会福祉協議会さんも支援物資の取りまとめを行っています。例えば軍手

が足りないという要望を聞いて、軍手、タオル、シーツ等を送っておりますし、その他、

たくさんの義援金の送付等も行っておりますし、それから支援といいますか、福島から

避難された方の受入等につきましても、実施しているということでございます。町で把

握している以外にも、たくさんの個人の方、団体の方が義援金なり物資なりの形で支援

していたと思っております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１０番（加藤弘二君） 今課長から報告がありましたけれども、その他、個人でもた

くさんの物が自主的に送られているということを私も聞いております。 

農業者からの支援ということでは、今日控え室で副議長に話を聞きましたところ、何

と驚くなかれ牧草ロールが５００個、農民の方から２個３個と拠出して貰って、そして

車で運んだと。５００個というのは物凄い量だと思いました。私も支援する会で、２度

ほど４トントラックをチャーターしてやりましたけれども、業者のトラックでないと危

なくて冬道は走れないんですよね。負けてもらって３０万円を２０万円にしてもらって、

輸送したのですが、ロールの値段よりも輸送する運送のお金の方が高いんですよね。そ

ういう事からすれば、何とか国の力で輸送費を半分にしてくれるとか、被災地に物を運

ぶ輸送費については補助を出すとか、そういうものがあれば、やってもらいたいなとい

う希望もこの際、述べておきたいなと思います。 

また、漁業者で浜中の方で、昆布獲りの漁船を２隻トレーラーに積んで運んだという

ことも聞いておりますし、それから散布の方で３隻の船で、沿岸をずっと走って行って

岩手の方に船をお届けたという事も、今日水産課の係長から聞きました。そういう事が

この浜中町でも、本当に心温まる支援がなされているなと思います。 

次ですけれども、浜中町が復旧の見通しが立ってきた現在、町として被災地に支援の

手を差し伸べることについて、どうかという事の質問に移りさせていただきます。浜中

町は昭和期に２度の地震による津波の被害を受けています。浜中町史に詳しく載ってい

るのですが、昭和２７年３月４日午前１０時の十勝沖地震、昭和３５年５月２４日早朝

のチリ沖地震による津波の襲来、どちらも家屋の崩壊や多数の被災者、犠牲者も出まし

た。大きな流氷も家の中に流れて来たという話も聞いています。 

○議長（波岡玄智君） 本日の会議時間は、議事の都合上あらかじめこれを延長いたし
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ます。どうぞ。 

○１０番（加藤弘二君） 多数の被災者や犠牲者を出しました。そして全国から支援物

資が送られてきました。この言っている事は浜中町史に書かれてあることですから、近

隣町村を始め、遠くは九州から救援が寄せられ当時のお金で３，０００万円近い義援金、

２５，０００個の梱包の布団袋等に入れたやつです、それが２５，０００個の衣料・食

料の見舞品が寄せられ、ローマ法王からも見舞金が寄せられた事があります。 

今でも浜中町に住む人々は、これは私の聞いた話ですけども、あの時はお世話になっ

たと、あの時の恩返しをしたいと、そんな気持ちの人がたくさんおられます。当時の事

を知る人だけではなく、その子供たちも世話になった事を親から聞いていますというこ

となんです。それで町民が恩返しをしたいというんです。私は何故、浜中町に音頭をと

って支援の手を差し伸べてもらいたいかと言いますと、支援物資をお願いします、ある

いは支援の募金をお願いしますと、ずっと回って歩くと中には、どうしてあなた方個人

でやるのですかと。支援する会でやるのですかと。浜中町でやりなさいと、町でやるの

なら皆も協力しやすいから、頭に浜中町と付けて支援する会が歩くのであれば良いけれ

ども、という声も聞かれるんですよ。そういう町民の声というのは、皆さん町民が何か

やりたいと１００円でも２００円でも、あるいは買っておいた下着でもまだ使っていな

いから、それを出したいとか、そういう気持ちがあるのですけれども、そこに浜中町が

先頭を切って、支援の手を差し伸べるとなれば、もっともっと大きな力になるのではな

いかなと思うのですが、その点については、いかが考えているのでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（越田正昭君） ただ今のご質問にお答えいたします。東北の市町村

の復興の為に応援する事は大切な事だと考えています。 

浜中町も過去２度の津波被害を受けています。お話をされたとおり、大震災の中での

復興を遂げた町でもあります。全国からの応援もいただき、復興を成し遂げた経緯のあ

る歴史の町でもあります。東日本大震災では浜中町も被災をし、多くの皆さまからの義

援金も頂いた他、被災市町村の１つとして復興特区の指定も受けたところであります。

同じ海岸線で津波による災害が分かる町として、東北地方の復興に向け出来る事から支

援を続けて行きたいと考えておりますので、御理解をお願いたします。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１０番（加藤弘二君） 昭和の３０年代から戦後の復興をかけて、浜中町は漁業と捕
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鯨で共に栄えてきた岩手県山田町との関係が、昔から３０年代からずっと続いて、今日

まで至っております。そしてまた、４０年代は３０隻もの鮭鱒の船も入って、とても一

の通りが賑やかだったと、栄えていたという話も聞いておりますが、この山田町と姉妹

都市あるいは兄弟都市でも良いのですが、提携をして山田町の復旧と両町の復興を掛け

て助け合う取り組みを、具体的に考えてみてはどうかと思います。町が、その気になれ

ば兄弟都市を結ぶという、町がその気になれば漁業ばかりでは無く、農業・商業・観光

業・諸団体等も協力の席についてくれると思います。特別にお金を掛けるという大げさ

なものでなくて６，５００人の町民の力で、現在、持っている、使っていない物を拠出

して、相手に送って喜んでもらうと。漁業者で言えば漁具ですね。漁船や漁具、網やロ

ープ、アンカー等さまざまなものです。衣料品では老若男女、乳幼児からお年寄りまで

一度しか着ていない新品同様のものや、布団など喜ばれています。 

こういう支援活動が縁で町同士が新たな交流となるでしょう。山田漁協船籍の沖合漁

船が、散布港や霧多布港にまたまた入ってきて荷揚げをする、逆に浜中船籍の船も山田

港で水揚げしたり、台風の時の避難港として利用させてもらう等、まさに兄弟港として

行き来出来ると思います。こんなふうに兄弟都市や姉妹都市になる為には、こちらから

特使が行ってこういう計画で向こう何年間、兄弟都市としてやっていかないかという事

で、そして出来ることで支援をしていくというような、都市提携をするというところま

で、私としては進んでいただきたいなと思います。そしてまた浜中町が、もしそういう

事が出来るのならば、これが北海道の海岸線の都市にも広がって、北海道と東北の東北

三県の被災地とお互いに協力し合いながら、復旧に進み復興に進んで行くというような

事が、実現できるような気がいたします。 

最後の方はちょっと幾つか端折って質問しましたけれども、特定の名前を入れて山田

町ではどうですかと、姉妹都市、兄弟都市として結んではどうですかと、それでやる気

になれば、どの団体もあるいは町民も挙って、賛同して集ってくれる事は間違いないと

私は思うのですが、答弁の方よろしくお願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） まちづくり課長。 

○まちづくり課長（越田正昭君） 私の方から、姉妹都市の関係のお答をさせていただ

きたいと思います。山田町とは深い関わりを持っております。議員お話をした捕鯨の基

地港の３０年代から、ずっと続いてきた経緯があります。そして昭和４０年代には、鮭

鱒というサケ・マス事業展開をしていた基地港も、私たちの町であります。浜中町も今
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回、東日本大震災の中で甚大な被害を受けております。その復興にまず力を注いで居る

ところであります。 

現時点では山田町との姉妹提携は如何なものかと考えているところであります。しか

し、縁の深い町でありますので、お互いの町の復興が見えた時点で検討して行きたいと

考えております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 町長、こういうことは町長の判断ですから、職員も町長と同様

に同じ立場ですけれども、こういうことは町長でなければ政策判断ですから、御答弁願

います。手短にお願いします。町長。 

○町長（松本博君） 今回、この大震災の後、道町村会、釧路町村会も含めて義援金を

三県に出しています。釧路町村会で、特に議論になったのは、町村会長からは浜中町・

厚岸町・釧路町・白糠町もそうですけれども、心苦しいけれども、みんなで一緒に寄附

させてくれないかという事で、私どもの被害よりも数段上だから、東北三県にはしっか

り義援金を出して、そして、それ以外に色んな町の繋がりがある所については、別段し

てやってもらいたいということで、この間、義援金含めて、義援金については三県に平

等に分けて出したいと。 

そして、また赤十字を含め、浜中町からも多くの義援金が集まって、団体・個人含め

て多くの金額が出ました。そういう中で、東日本大震災ということで特に、三県に流れ

て行ったんだろうと思っております。課長からも答弁ありましたけれども、今、盛んに

復興をやっている最中であります。その中で姉妹都市ですとか兄弟というのですか、打

診するのも、打診しづらいというか、多分セレモニーなんて、やってもくれませんでし

ょうけれども、そういう時期ではないような気がしています。 

私、復興をしっかりして、その目先が経った段階で、そんな話が出てくるのかなとい

うふうに思っているところです。それと確かに、山田町との繋がりはあるのかも分かり

ませんけれども、今後、町として、山田町に何かをするという事になってくると、やは

り、もう少し情報を取りながら、東北三県なら良いけれども、その町だけと固定する事

になってくると、ちょっと協議時間が必要かなというふうに思っているところでありま

す。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１０番（加藤弘二君） これが最後の質問になります。今復興の最中というか、そう

いう状態あるという事ですが、私は違うと思います。 
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今日の質問で、浜中町の復旧は先が見えて来たという事では、それだけでも大きな差

があります。向こうは大変な状態になっているのは確かです。これははっきりしていま

す。私はそういうはっきりした差のある時に、支援の手を差し伸べるということが重要

だと思います。支援の手を差し伸べて、それで結構だと思います。 

しかし、支援の手を差し伸べた時に、どうなるかという事ですが、それは逆に激励さ

れて戻ってくるものなんです。助けてあげれば、必ず行った方が学んで帰ってきます。

私は何を期待するかと言えば、物造りの東北地方、５００年に一度、３００年に一度の

大きな被害を受けながら復興してきた、あの姿に浜中町民は大きく学ぶことができると

思います。そういう確信を私が持っていますから、はえ縄漁業でも浜中町まだ残ってい

ますけれども、すべて彼らが持ってきた漁法で、今やっている訳でしょう。それら全て

の漁具を失って大変な事態の中で、我々が支援の手を差し伸べて行くうちに、彼らの方

が、更に大きな復興・復旧の姿となって、私は表れてくると思います。 

この疲弊した浜中町で、我々が更に元気を取り戻すには、今この震災の復旧・復興の

大事な時に、そういう手を差し伸べる事こそ、浜中町が元気な浜中町になるのだと私は

思いまして、今回の質問に至った訳であります。再度町長の答弁をお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 今のご質問、意見も含めて、私の判断でありますけども、今、一

生懸命やっている所に行って、姉妹提携をしませんかという話では、ちょっときついん

ではないかというお話であります。それだけのお話です。だから支援をしないという事

では無いんです。 

私どもも知っているセレモニーとしては、そういう事にはならないのではないかと、

先日もテレビの報道でありましたけれども、山田町の湾に中で、今、何日間かボランテ

ィアで人を探すという事もでていました。その時に、そこの町長も立ち合って報道に出

ていましたけれども、今まだ山田町は、そんな状況ではないと、悲惨な状況の中で、人

をまだ探しているんだというふうに思っています。そんな中で、この姉妹都市、確かに

そういうことも必要なのかも分かりませんけれども、私は今その時期ではないのでない

かというふうに思っています。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１０番（加藤弘二君） 早とちりをしておりました。姉妹都市は難しいと、でも支援

するという気持ちはありますと言うことで理解いたしましたので、どうもありがとうご
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ざいました。 

 

◎延会の議決 

 

○議長（波岡玄智君） 質問を終結いたします。 

お諮りします。 

本日の会議はこれで延会したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

◎延会宣告 

 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

本日はこれで延会いたします。 

（閉会 午後 ５時１９分） 
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